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防災特集
自分たちの地域は自分たちで守る特集

わかめ大きく育ったよ♪

里浦小学校児童が鳴門わかめの刈り取り体験
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平成23年３月11日、東北地方を中心に東日本大震災
が発生。マグニチュード9.0、最大震度７で、日本

周辺における観測史上最大の地震でした。徳島県沿岸
部にも大津波警報が発表され、災害の怖さを目の当た
りにした日となりました。
　あの日から７年。政府の地震調査委員会は、南海ト
ラフで発生する巨大地震が今後30年以内に発生する確
率を「70％程度」から「70～80％」に引き上げたことを発
表しました。
　大地震の発生が近づいていることを私たち一人ひと
りが認識し、「自助」「共助」「公助」が連携して災害への備
えを進めていくことが重要になります。

自
分
た
ち
の
地
域
は

自
分
た
ち
で
守
る

防
災
特
集

▲ ▲ ▲  鳴門携帯ＮＡＶＩ
災害情報や休日当番医などの情報
を掲載しています。

目次 － CONTENTS －

２月13日、里浦漁業協同
組合で里浦小学校の５

年生が鳴門わかめの刈り取
り作業を体験しました。昨
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防災特集
自分たちの地域は自分たちで守る
３月中に済ませましょう
軽自動車と原付の各種手続き
一部市内路線バスの路線延長・時刻改正
私たちの人権問題 ほか
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「蛇口をひねれば水道水が出る生活」
を今後も維持していくために②
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各種イベント

「第九」グルメが完成しました
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鳴門ゆかりの輝く「鳴門人」
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市民のうごき

　　世帯数  26,422世帯（-43）

　　人　口  58,543人（-129）
（）の数値は前月比

■ 出  生　男  ９人　　女  13人
■ 死  亡　男  33人　　女  44人
■ 転  入　男  54人　　女  58人
■ 転  出　男  95人　　女  91人
※平成30年１月31日現在
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自
助・共
助・

公
助
と
は
「
共
助
」の
要
と
な
る 

自
主
防
災
会

　
大
規
模
災
害
時
に
は
、
長
期
化
す
る

避
難
所
生
活
の
中
で
、
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク

ラ
ス
症
候
群
を
発
症
す
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。
今
回
は
、
平
常
時
か
ら
で
き
る

エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
に
対
す
る

予
防
法
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群

（
急
性
肺
血
栓
塞
栓
症
）と
は

　
食
事
や
水
分
を
十
分
に
取
ら
な
い
状

態
で
、
車
な
ど
の
狭
い
座
席
に
長
時
間

座
っ
て
い
て
足
を
動
か
さ
な
い
と
、
血

行
不
良
が
起
こ
り
血
液
が
固
ま
り
や
す

く
な
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
血
の
固
ま

り（
血
栓
）が
血
管
の
中
を
流
れ
、
肺
に

詰
ま
っ
て
、
呼
吸
困
難
や
動ど

う

悸き

を
引
き

起
こ
し
ま
す
。

防
災
豆
知
識

エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
の
予
防
策

　
市
内
に
は
42
の
自
主
防
災
会
が
あ
り
、
こ

れ
ら
の
組
織
は
、「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分

た
ち
で
守
る
」と
い
う
こ
と
を
目
的
に
、
地

域
や
近
隣
の
人
が
互
い
に
協
力
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
通
し
て
、
地
域
防
災
力
の
強
化

に
努
め
て
い
ま
す
。

日
常
の
活
動

防
災
知
識
の
普
及
・
啓
発

◦�
防
災
研
修
へ
の
参
加
、
非
常
持
ち
出
し
品

の
啓
発

地
域
の
災
害
危
険
の
把
握

◦�

災
害
時
に
自
ら
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
な

高
齢
者
な
ど
の
把
握

◦�

地
域
内
の
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成

◦�

避
難
経
路
や
避
難
場
所
の
整
備

防
災
訓
練

◦�

避
難
訓
練
、
初
期
消
火
訓
練
、
炊
き
出
し

訓
練
な
ど
を
小
中
学
校
な
ど
で
実
施

　　「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」

と
い
う
自
覚
と
連
帯
感
に
基
づ
き
、
地
域
の

絆
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
、
災
害
か
ら
人
の

命
を
守
る
と
い
う
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
地
域

の
自
主
防
災
活
動

に
参
加
し
、
万
一

の
災
害
に
備
え
ま

し
ょ
う
。

　
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
、
被

害
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
国
や
県
、
市

の
対
応（
公
助
）だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
、
自

分
の
身
を
自
分
の
努
力
に
よ
っ
て
守
る（
自

助
）と
と
も
に
、
普
段
か
ら
顔
を
合
わ
せ
て

い
る
地
域
や
近
隣
の
人
々
が
集
ま
っ
て
、
互

い
に
協
力
し
合
い
な
が
ら
、
防
災
活
動
に
組

織
的
に
取
り
組
む
こ
と（
共
助
）が
必
要
で
す
。

　
そ
し
て「
自
助
」「
共
助
」「
公
助
」が
つ
な
が

る
こ
と
に
よ
り
、
被
害
の
軽
減
を
図
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

市内イベントに出展した防災啓発ブース防災資機材の整備幼稚園・小学校との合同避難訓練

予防のための足の運動
❸�足を上下につま先立

ちする

❻�ふくらはぎを軽くもむ

❷�足の指をひらく

❺�ひざを両手で抱え、
　足の力を抜いて
　足首を回す

❶�足の指でグーを　　
つくる

❹�つま先を引き上げる

地域の防災力
災害時の被害を抑える

地
域
や
近
隣
の
人
が

互
い
に
協
力
し
合
う

国、都道府県、市町村の行政、消防機関による救助・援助など

自
分
の
身
を
自
分
の

努
力
に
よ
っ
て
守
る
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逃
げ
る
こ
と「
率
先
避
難
者
た
れ
」と

い
う
こ
と
を
言
わ
れ
て
い
ま
す
。�

自
分
の
命
が
あ
っ
て
、
は
じ
め
て
人

の
命
を
助
け
ら
れ
ま
す
。

　
人
の
命
も
気
に
な
る
け
ど
、
ま
ず

は
自
分
の
命
を
守
り
抜
く
こ
と
で
す
。

　
も
し
、
非
常
ベ
ル
が
鳴
っ
た
と
き

に
、
皆
さ
ん
は
直
ち
に
逃
げ
ま
す
か
？�

「
こ
の
前
、鳴
っ
た
と
き
も
誤
報
だ
っ

た
し
、
大
丈
夫
だ
っ
た
し
、
み
ん
な

逃
げ
て
い
な
い
し
」と
思
う
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
さ
か
自
分
が

火
事
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
る
と
は

思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
。
非
常
ベ
ル
が

鳴
っ
て
煙
の
匂
い
が
し
て
、「
火
事

だ
ー
！
」と
誰
か
が
叫
ん
だ
ら
、
よ

う
や
く
逃
げ
る
で
し
ょ
う
。

　
非
常
時
に
は
、
み
ん
な
不
安
な
状

態
の
中
に
い
ま
す
。�

勇
気
を
持
っ

て
一
番
は
じ
め
に
逃
げ
る
。
そ
う
す

れ
ば
群
衆
心
理
で
ま
わ
り
の
人
が
一

斉
に
逃
げ
る
。
ま
ず
逃
げ
る
と
い
う

こ
と
が
、
多
く
の
人
の
命
を
救
う
こ

と
に
な
る
の
で
す
。

「
釜
石
の
奇
跡
」を
導
い
た
片
田
敏
孝
氏
に
よ
る

防
災
講
演
会
か
ら
学
ん
だ
こ
と

⒈ 

想
定
に
と
ら
わ
れ
る
な

　
津
波
が
い
つ
来
る
の
か
、
ど
れ
く

ら
い
の
大
き
さ
に
な
る
の
か
、
的
確

に
は
分
か
り
ま
せ
ん
。相
手
は
自
然
、

ど
ん
な
こ
と
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な

い
。
も
し
、
想
定
を
信
じ
て
避
難
し

て
い
な
か
っ
た
ら
、
多
く
の
子
ど
も

が
犠
牲
に
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
で
も
、
想
定
そ
の
も
の
は
悪

い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が

な
い
と
、
ど
の
辺
り
が
危
険
か
と
い

う
こ
と
す
ら
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し

ま
う
か
ら
。
大
切
な
の
は
知
識
で
は

な
く
自
然
に
向
き
合
う
姿
勢
な
の
で

す
。「
想
定
」に
頼
ら
ず
自
分
た
ち
で

判
断
す
る
の
は
、
大
人
で
も
難
し
い

こ
と
で
す
。
で
も
、
い
ざ
と
い
う
と

き
に
は
想
定
以
上
の
こ
と
を
判
断
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

⒉ 

最
善
を
尽
く
せ

　
避
難
す
る
際
、「
こ
こ
ま
で
来
れ
ば

も
う
大
丈
夫
だ
ろ
う
」で
は
な
く
、

そ
の
と
き
で
き
る
最
善
の
対
応
行
動

を
取
る
こ
と
。
大
き
い
津
波
が
来
よ

う
が
小
さ
い
津
波
が
来
よ
う
が
、
子

ど
も
た
ち
に
は
最
善
を
尽
く
せ
と

言
っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の

と
き
来
る
津
波
が
ど
の
よ
う
な
も
の

な
の
か
分
か
ら
な
い
か
ら
で
す
。�

　
東
日
本
大
震
災
の
津
波
の
際
、
子

ど
も
た
ち
が
目
指
し
た
の
は
、
訓
練

の
と
き
に
避
難
場
所
に
決
め
て
い
た

「
ご
ざ
い
し
ょ
の
里
」と
い
う
福
祉
施

設
で
す
。
こ
こ
に
小
中
学
生
６
０
０

人
と
一
緒
に
逃
げ
た
お
年
寄
り
や
保

育
園
児
も
集
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
と

き
中
学
生
は「
先
生
、
こ
こ
じ
ゃ
だ

め
だ
」と
言
い
始
め
た
の
で
す
。

　
中
学
生
の
頭
に
あ
っ
た
の
は
、「
も

う
少
し
先
に
、
よ
り
高
い
避
難
場
所

が
あ
る
。
こ
っ
ち
の
方
が
絶
対
安
全

だ
」と
い
う
こ
と
で
し
た
。「
や
ま
ざ

き
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」と
い

う
福
祉
施
設
で
す
。
こ
こ
に
向
か
っ

て
み
ん
な
で
避
難
を
始
め
ま
す
。
中

学
生
は
小
学
生
の
手
を
引
き
な
が
ら

走
っ
て
逃
げ
ま
し
た
。
保
育
園
児
を

抱
え
て
逃
げ
た
子
ど
も
、
最
初
に
避

難
し
た
施
設
の
お
年
寄
り
の
車
い
す

を
押
し
な
が
ら
逃
げ
る
子
ど
も
も
い

ま
し
た
。
み
ん
な
で
走
っ
て「
や
ま

ざ
き
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」に

逃
げ
込
ん
だ
、
わ
ず
か
30
秒
後
、
津

波
は
建
物
の
す
ぐ
裏
に
ま
で
到
達
し

ま
し
た
。
も
う
ギ
リ
ギ
リ
の
と
こ
ろ

で
助
か
り
ま
し
た
。

　
避
難
し
た
場
所
で
、
子
ど
も
た
ち

は
、
さ
ら
に
次
の
行
動
を
自
分
た
ち

で
考
え
た
の
で
す
。

⒊ 
率
先
避
難
者
た
れ

　
自
然
に
向
か
い
合
っ
て
主
体
的
に

　
昨
年
12
月
16
日
、
市
文
化
会
館
に
東
京
大
学
大
学
院
特
任
教
授
の
片
田
敏
孝
氏
を
講
師
と
し
て

お
招
き
し
、
防
災
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
片
田
氏
は
、
東
日
本
大
震
災
前
か
ら
岩
手
県
釜
石

市
内
で
防
災
教
育
に
取
り
組
み
、
同
市
内
の
小
中
学
生
約
３
０
０
０
人
を
無
事
に
避
難
さ
せ
、「
釜

石
の
奇
跡
」を
実
現
に
導
い
た
防
災
教
育
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
す
。
講
演
会
で
は
、
東
日
本
大

震
災
で
起
こ
っ
た
地
震
・
津
波
の
恐
ろ
し
さ
や
津
波
避
難
で
重
要
な
避
難
３
原
則
に
つ
い
て
講
演

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

＜避難3原則＞

非
常
ベ
ル
が
鳴
っ
た
ら

あ
な
た
は
ど
う
し
ま
す
か
？
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▼   市内全域のＮＴＴドコモ、ＫＤＤＩ、ソフトバン
クなどの緊急速報メール対応機種に配信します。

▼  対応機種の確認は、各携帯電話会社にお問い合
わせください。

▼   運転中に受信した場合は、危険ですので操作し
ないでください。

▼  マナーモードでも鳴動するため、不都合がある方は
午後１時30分より前に電源をオフにしてください。

▼  通話中や電波状態が悪い場合は、受信の遅れや
メールが届かない場合があります。

▼  本市に隣接する市町でも、一部地域で配信され
る場合があります。

▼  受信に係る通信料・情報料は無料です。

鳴門市防災訓練を開始１時30分ごろ

 問 市役所危機管理課 ☎088・684・1711防災・災害対策への取り組み
鳴門市防災訓練を実施します３月16日（金）

午後１時30分～

　市では災害時における適切な行動についての理解と
防災意識の高揚を図ることを目的に、次のとおり鳴門
市防災訓練を実施します。
　この訓練では、大きなサイレン音（大麻町を除く）や
緊急速報メールの着信音が市内一斉に鳴ることから、
市民の皆さんにはご迷惑をおかけすることになります
が、訓練の実施にご理解とご協力をお願いします。
　ただし、コウノトリへの影響を考慮し、大麻町にあ
る防災行政無線のモーターサイレンは、鳴らしません。

訓練開始に関する事前広報１時00分ごろ
１時15分ごろ

　防災行政無線で、訓練開始に関する事前広報を行います。

　防災行政無線で、「大地震の発生」を知らせる緊急地震速報のアナ
ウンスを行いますので、身を守る安全確保行動をとってください。
　次に、緊急速報メールに対応した携帯電話やスマートフォンに
大津波警報による避難指示（緊急）発令のメールを配信（下記参照）
し、防災行政無線のモーターサイレンを鳴らします。
　これらの情報を合図として、職場や学校、家庭、自主防災組織で、またはそれ
ぞれが連携して、防災に関する取り組みや身の回りの安全点検を行い、今一度防
災について考えてみましょう。（取り組み例：避難経路・避難場所の確認、備蓄物
資の確認、避難訓練、消火訓練、防災学習 など）

※時間は予定であり、当日の進行状況によって多少前後する場合があります。

無 線 放 送

無 線 放 送

緊急地震速報

緊急速報メール

サ イ レ ン

各自の取り組み

訓 練 終 了

緊急速報メール受信の注意点 当日の緊急速報メールの内容
【件　名】 ［訓練］避難指示（緊急）鳴門市
【本　文】 訓練です。（訓練）地震が発生し、鳴門市

沿岸に大津波警報が発表されました。直ちに近
くの高台等へ避難し、身の安全を確保してくだ
さい。この後、防災行政無線のモーターサイレ
ンを鳴らします。モーターサイレンは、市民の
皆様に切迫した危険をお知らせ
し、速やかな避難を呼びかける
ものです。このメールやサイレ
ンを合図に、避難場所や備蓄物
資の確認など、今一度防災につ
いて考えてみましょう。（鳴門市
訓練メール）

防災意識を高めよう
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　軽自動車税は４月１日時点で台帳に登載された所有者に課税されます。廃車手続きや名義変更
手続きは、３月30日（金）までに済ませましょう。年度末は窓口が混雑するため、早めの手続きに
ご協力をお願いします。
問 市役所税務課市民税担当 ☎088・684・1129

車両区分 年税額

原付

50cc以下 2,000円
50cc超～90cc以下 2,000円
90cc超～125cc以下 2,400円
ミニカー 3,700円

小型
特殊

農耕作業用 2,400円
その他 5,900円

軽二輪（125cc超～250cc以下） 3,600円
小型二輪（250cc超） 6,000円

車両区分
（軽自動車）

年税額
平成27年３月
31日までの

登録車

平成27年４月
１日からの

登録車
重課税率

三輪（660cc以下） 3,700円 3,900円 4,600円
四輪
以上

（660cc
以下）

貨物用 自家用 4,800円 5,000円 6,000円
営業用 3,600円 3,800円 4,500円

乗用 自家用 8,600円 10,800円 12,900円
営業用 6,600円 6,900円 8,200円

車両区分
（軽自動車）

年税額
電気自動車、

天然ガス
自動車

ガソリン車、ハイブリッド車
平成27年度燃費基準

＋35％達成車
平成27年度燃費基準

＋15％達成車
三輪（660cc以下） 1,000円 2,000円 3,000円

四輪
以上

（660cc
以下）

貨物用 自家用 1,300円 2,500円 3,800円
営業用 1,000円 1,900円 2,900円

平成32年度燃費基準
＋30％達成車

平成32年度燃費基準
＋10％達成車

乗用 自家用 2,700円 5,400円 8,100円
営業用 1,800円 3,500円 5,200円

　軽自動車税の平成30年度年税額は、下表のとおりです。また、グリーン
化を推進するため、環境負荷の大きい車両は重課税率が、小さい車両には
グリーン化特例（軽課：下記参照）が適用されます。

　平成29年４月１日から
30年３月31日までに最初
の新規検査（新車登録）を
受けた軽四輪車などは、
その燃費性能に応じたグ
リーン化特例が適用され、
平成30年度分に限り軽自
動車税が軽減
されます。

▼   グリーン化特例
（軽課）

登録日は車検証の「初度
検査年月」で判断します。

※重課税率は、最初の新規検査から13年経過した軽自動車が対象

３月中に済ませましょう

軽自動車と原付の各種手続き

【手続きの窓口】
①原動機付自転車（125㏄以下）、小型特殊自動車…

市役所税務課へ。
②軽自動車、軽二輪車…県軽自動車協会（☎088・

641・2010）へ。
③二輪の小型自動車（250㏄超）…四国運輸局徳島運

輸支局（☎050・5540・2074）へ。

【原動機付自転車、小型特殊自動車の廃車に必要なもの】 
　ナンバープレート、印鑑、登録証明書
※ナンバープレートを紛失した場合

は、手数料300円が必要です。
※軽自動車、軽二輪車、二輪の小型自

動車の廃車などの手続きについては、左記②また
は③の窓口へお問い合わせください。

軽自動車税の年税額



7 平成30年３月号

３月中に済ませましょう

軽自動車と原付の各種手続き

鳴門大麻線（下り）新時刻表

問 徳島バス株式会社 ☎088・622・1811、市役所戦略企画課 ☎088・684・1013
一部市内路線バスの路線延長・時刻改正（平成30年4月1日～）

停留所 ２便 ３便 ４便 ５便
小鳴門橋 9:26 11:26 13:26 15:26

辷岩 9:27 11:27 13:27 15:27
鳴門駅前 9:30 11:30 13:30 15:30

鳴門郵便局前 9:31 11:31 13:31 15:31
鳴門市役所北 9:31 11:31 13:31 15:31
鳴門一中前 9:32 11:32 13:32 15:32

斎田発 9:32 11:32 13:32 15:32
祇園通 9:33 11:33 13:33 15:33
石越橋 9:35 11:35 13:35 15:35
木津 9:36 11:36 13:36 15:36

金比羅前 9:37 11:37 13:37 15:37
木津元村南 9:37 11:37 13:37 15:37

教会前 9:39 11:39 13:39 15:39
木津原地 9:40 11:40 13:40 15:40

大代 9:40 11:40 13:40 15:40
小森 9:42 11:42 13:42 15:42
立道 9:43 11:43 13:43 15:43

姫田東 9:44 11:44 13:44 15:44
姫田 9:45 11:45 13:45 15:45
大谷 9:46 11:46 13:46 15:46

大師前 9:47 11:47 13:47 15:47
阿波神社前 9:48 11:48 13:48 15:48

池谷 9:49 11:49 13:49 15:49
池谷駅前 9:51 11:51 13:51 15:51
萩原東 9:53 11:53 13:53 15:53
萩原 9:54 11:54 13:54 15:54

板東駅東 9:57 11:57 13:57 15:57
霊山寺前 9:58 11:58 13:58 15:58
ドイツ館 10:02 12:02 14:02 16:02
ドイツ村 10:03 12:03 14:03 16:03

桧 10:04 12:04 14:04 16:04
二番札所前 10:06 12:06 14:06 16:06
川端駅前 10:08 12:08 14:08 16:08
板野駅南 10:13 12:13 14:13 16:13

停留所 ２便 ３便 ４便 ５便
板野駅南 10:50 12:50 14:50 16:25
川端駅前 10:53 12:53 14:53 16:28

二番札所前 10:55 12:55 14:55 16:30
桧 10:55 12:55 14:55 16:30

ドイツ村 10:56 12:56 14:56 16:31
ドイツ館 10:59 12:59 14:59 16:34
霊山寺前 11:01 13:01 15:01 16:36
板東駅東 11:02 13:02 15:02 16:37

萩原 11:03 13:03 15:03 16:38
萩原東 11:04 13:04 15:04 16:39

池谷駅前 11:07 13:07 15:07 16:42
池谷 11:08 13:08 15:08 16:43

阿波神社前 11:09 13:09 15:09 16:44
大師前 11:10 13:10 15:10 16:45
大谷 11:11 13:11 15:11 16:46
姫田 11:12 13:12 15:12 16:47

姫田東 11:13 13:13 15:13 16:48
立道 11:15 13:15 15:15 16:50
小森 11:16 13:16 15:16 16:51
大代 11:17 13:17 15:17 16:52

木津原地 11:18 13:18 15:18 16:53
教会前 11:19 13:19 15:19 16:54

木津元村南 11:20 13:20 15:20 16:55
金比羅前 11:21 13:21 15:21 16:56

木津 11:23 13:23 15:23 16:58
石越橋 11:23 13:23 15:23 16:58
祇園通 11:24 13:24 15:24 16:59
斎田発 11:25 13:25 15:25 17:00

鳴門一中前 11:25 13:25 15:25 17:00
鳴門市役所北 11:27 13:27 15:27 17:02
鳴門郵便局前 11:30 13:30 15:30 17:05

鳴門駅前 11:33 13:33 15:33 17:08
辷岩 11:36 13:36 15:36 17:11

小鳴門橋 11:39 13:39 15:39 17:14

鳴門大麻線（上り）新時刻表

◇大麻線の路線延長および時刻改正
【変更内容】大麻線第２便目をドイツ館へ乗り入れる

よう経路を変更するとともに、この便を含むドイ
ツ館へ乗り入れる４便について、小鳴門橋まで延
伸する経路変更を行います。詳細については、下
記時刻表のとおりです。

※変更のある便の時刻表を掲載しています。

◇鳴門公園線の時刻改正
【変更内容】鳴門公園線（復便）

について、利便性向上のた
め、野～三ツ石口間の通過
時刻についてのみ、各１分
間時間を早めますのでご注
意ください。

市内イベントの広報活動を支援
【対象経費】市内および近隣他市町への新聞折り込

みまたは１万部以上発行するタウン誌などへの
折り込みにかかる費用と、折り込み用のチラシ
代が対象。配布数は４万世帯以上。

【応募方法】市役所戦略企画課で配布する申込書に
提出書類を添えて３月22日（木）までに同課へ。

※補助金の交付は関連予算の成立が前提となります。

鳴門市内で開催する教育・文化・スポーツイベ
ントなどへの集客力を高め、地域活性化を推

進するため、次の要件を満たすイベントの広報活
動に補助金を交付します。

【対象イベント】鳴門市内で開催され、300人以上の来
場者が見込める地域活性化につながるイベント。

【補助額】１事業当たりの限度は33万円で３件程度

問  市役所戦略企画課 ☎088・684・1713
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私たちの生きる現代社会は、携帯電話やパソコ
ンなどの情報機器の発達やＡＩ（人工知能）の

開発などにより生活が変化を遂げ、とても便利にな
りました。しかし、その便利さとは裏腹に人の痛み
が分かる想像力が乏しくなってきていると言われて
います。社会問題になっているインターネット掲示
板などへの悪質な差別書き込みやいじめ問題など
は、それが要因の一つになっているのではないで
しょうか。
　本市がこれまで推進してきた「人権教育」は、人間
としての生き方の教育であり、いわば人間尊重を基
盤とした「命の教育」です。それは、自分の命と自分
自身をかけがえのない存在として大切にしていくこ
と。そして、全ての人々が同じようにかけがえのな

い存在として多様な生き方を認め合い、ともに生き
ること。私たちは学校や社会を問わず、一生涯かけ
てそのような生きる力の基になる想像力を養うため
の努力を続けることが必要です。そして、その力を
基に豊かなつながりを築いていくことが、同和問題
をはじめ、さまざまな人権問題を解決していくため
には大切になってきます。
　私たちは、今一度自分自身や生活を見つめ直し、

「みんながしているから」、「昔から言われているか
ら」と何の疑問も持たずに信じ込むのではなく、「正
しく知り、じっくり考え、確かな行動をする」こと
を常に実践し、「人権尊重のまち鳴門」を目指して、
一人ひとりの力を合わせて、共につながっていきま
しょう。

問 市教育委員会生涯学習人権課 ☎088・686・8803
　 市役所人権推進課　　　　　 ☎088・684・1148

「当たり前と思っていることに
  疑問を持つことが差別解消への第一歩！」③

私たちの私たちの

徳島ヴォルティス
２０１８シーズン開幕!

問 市役所ヴォルティス支援室 ☎088・684・1746

渦巻く感動! 勝利の歓喜が鳴門に響く!

開催日、キックオフ時間 対戦チーム
３月17日（土） 午後２時～ ジェフユナイテッド千葉
４月１日（日） 午後２時～ 東京ヴェルディ
４月22日（日） 午後２時～ カマタマーレ讃岐
５月３日（木・祝） 午後２時～ 愛媛FC
５月12日（土） 午後４時～ 京都サンガF.C.
５月26日（土） 午後４時～ 松本山雅FC
６月10日（日） 午後４時～ FC町田ゼルビア
６月16日（土） 午後７時～ レノファ山口FC
６月30日（土） 午後７時～ 大分トリニータ
７月７日（土） 午後７時～ ロアッソ熊本

▼2018シーズン　ホームゲーム日程（３月以降分　場所：ポカリスエットスタジアム）

2018シーズンのサッカー明治安田生命Ｊ２リー
グが、２月25日に開幕しました。昨シーズン、

あと１歩のところでＪ１昇格プレーオフへの出場を
逃した徳島ヴォルティス。今シーズンは、その悔し
さをバネにＪ１昇格を目指します。長いシーズンを

戦い抜くには、皆さんの応援
が必要です。ぜひ、熱い戦い
が繰り広げられるスタジアム
にお越しいただき、大きな声
援をチームに送りましょう！

※９月８日以降のキックオフ時間は、７月下旬ごろに発表予定です。

開催日、キックオフ時間 対戦チーム
７月21日（土） 午後７時～ 大宮アルディージャ
７月25日（水） 午後７時～ アビスパ福岡
８月４日（土） 午後７時～ 水戸ホーリーホック
８月18日（土） 午後７時～ モンテディオ山形
９月８日（土） 時間未定 栃木SC
９月15日（土） 時間未定 FC岐阜
９月30日（日） 時間未定 ヴァンフォーレ甲府
10月７日（日） 時間未定 ツエーゲン金沢
10月28日（日） 時間未定 横浜FC
11月11日（日） 時間未定 アルビレックス新潟
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臨時学校給食調理補助員募集
短時間の勤務もできます！！

【募集人数】７人程度
【業務内容】学校給食センター（大津町）での給食調

理補助業務
【応募資格】年齢・性別不問、要普通自動車（AT限

定可）または原動機付き自転車免許
【雇用期間】４月２日（月）から６カ月間（更新の場

合あり）
【勤務時間】
①午前８時～午後４時45分
②午前８時～午後０時30分

【賃　金】
①日額7,200円
　（調理師・栄養士の資格取得者は7,300円）
②日額4,180円
　（調理師・栄養士の資格取得者は4,240円）

【選　考】随時面接審査
【問・申し込み】市販の履歴書（写真貼付）に必要事

項を記入し、市教育委員会教育総務課（☎088・
686・8801）へ必ず持参してください。

※応募書類は返却しません。

　試験案内および申込用紙は、市役所人事課のほか、本庁１階案内
で配布。また、市公式ウェブサイト新着情報内からも入手できます。
郵便請求の場合は、120円切手を貼った返信用封筒（郵送先を記入し
たＡ４判）を同封して下記へ請求してください。

３月30日（金）までに（郵送の場合は消印有効）、市
役所人事課（〒772・8501　撫養町南浜字東浜170 
☎088・684･1122）へ持参または郵送してください。

書類
請求

申し
込み

第一次試験
４月22日（日）
うずしお会館

鳴門が大好き！！
来たれ！熱い人！ 平成30年度途中（9月1日）採用 市職員募集

一般行政事務職 

区　分 予定人員 受験資格
上級

一般行政事務職 ３人程度 ①昭和57年４月２日から平成８年４月１日までに生まれた方
②採用後、原則として鳴門市内に居住できる方

上級土木技術職 １人程度

次のいずれかに該当する方
昭和62年４月２日以降に生まれた方で、学校教育法による４年制大学（土木
工学に関する学部学科）などを卒業した方、または、平成30年3月31日までに
卒業する見込みの方

上級建築技術職 １人程度 ①昭和57年４月２日以降に生まれた方
②建築士（１級または２級）の資格を有する方

募集職種

新設しました！
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電話番号に市外局番の記載がない場合、市外局番は「088」です。

新しい保険証を送付します
４月になっても届かない場合はご連絡を

問 市役所保険課 ☎684・1139

現
在
使
用
中
の
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証（
保
険

証
）の
有
効
期
限
は
３
月
31
日

（
土
）ま
で
で
す
。
３
月
中
旬
か

ら
新
し
い
保
険
証
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
現
在
の
保
険
証
は
４

月
２
日（
月
）以
降
に
市
役
所
保

険
課
へ
ご
返
却
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
４
月
１
日（
日
）以
降

は
、
必
ず
新
し
い
保
険
証
を
医

療
機
関
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

お
手
元
に
保
険
証
が
届
き
ま

し
た
ら
、
氏
名
・
住
所
な
ど
の

記
載
内
容
に
誤
り
が
な
い
か
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
誤
り
や
変
更

が
あ
る
場
合
は
、
同
課
ま
で
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

◆
保
険
証
の
様
式
が

　
一
部
変
更
に
な
り
ま
す　

　

平
成
30
年
度
以
降
、
都
道
府

県
も
国
保
の
運
営
を
担
う
こ
と
に

伴
い
、保
険
証
に
都
道
府
県
名（
徳

島
県
）な
ど
が
記
載
さ
れ
ま
す
。

※
高
齢
受
給
者
証
や
限
度
額
適

用
認
定
証
な
ど
保
険
証
以
外

の
様
式
に
つ
い
て
は
、
８
月

の
更
新
時

か
ら
変
更

を
行
う
予

定
で
す
。

市からのお知らせ
City_information

市の計画策定に皆さんの声を
パブリックコメントを募集します

意見募集

 問 それぞれの計画策定の担当課へ

左
表
の
計
画
の
策
定
に
当
た

り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
募
集
し
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
案
は
、
期
間
中
に

担
当
課
で
公
表
し
て
い
る
ほ
か
、 

市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
意

見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

第７期鳴門市高齢者保健福祉計画及
び介護保険事業計画の策定について

鳴門市一般廃棄物処理基本計画の
策定について

募集期間 ３月20日（火）まで ３月20日（火）まで

内　　容

　団塊の世代が後期高齢者となる2025
年を見据え、高齢者ができる限り住み慣
れた地域で、自立した生活を送ることが
できるよう、介護予防事業や健康づくり、
生きがいづくりなどの施策を定めた計画
を策定するもの。（平成30年度から32年度
までの計画）

　「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」
で廃棄物のうち一般廃棄物については、
市町村がその処理の統括的な責任を負う
ことが定められており、市町村は、区域
内で発生する一般廃棄物の処理計画を定
めなければならないため、計画を策定す
るもの。

閲覧場所
・

担当課

市役所長寿介護課
 ☎ 088・684・1175
FAX088・684・1321
Ｅメール：chojukaigo@city.naruto.
　i-tokushima.jp

市クリーンセンター廃棄物対策課
 ☎ 088・683・7573
FAX088・683・7579
Ｅメール：haiki_taisaku@city.naruto.
　i-tokushima.jp

対象者
①市内在住、在勤、在学の方
②市内に事務所または事業所がある個人や法人、その他の団体
③この手続きに係る案件に利害関係がある方

新保険証イメージ

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」は
、

「
人
と
農
地
の
問
題
」

を
解
決
す
る
た
め
に
各
地
域
で

話
し
合
っ
て
策
定
さ
れ
て
お

り
、
毎
年
見
直
し

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
下
表
の

と
お
り
同
プ
ラ
ン

の
座
談
会
・
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

農
業
者
の
後
継
者

不
足
や
耕
作
放
棄

地
な
ど
の
意
見
交

換
を
行
い
、
各
地

域
の
中
心
と
な
る

担
い
手
の
確
保
を

図
り
ま
す
。

問 市役所農林水産課 ☎684・1153

地域農業について話し合おう
「人・農地プラン」見直しに関する地域座談会

　

地
域
農
業
に
つ
い
て
話
し
合

う
座
談
会
・
説
明
会
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
積
極
的
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

開催日 場所 対象地区
３月１日（木）
午後６時30分～

大津松茂農協
本所 大津

３月５日（月）
午後６時30分～

里浦農協
本所 里浦

３月８日（木）
午後６時30分～

徳島北農協　
本所 堀江

３月９日（金）
午後６時30分～

徳島北農協　
板東支所 板東

３月12日（月）
午後６時30分～

徳島北農協　
撫養支所 鳴門北

※鳴門北地区は撫養町、鳴門町、瀬戸町、
　北灘町が該当します。
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郵送先住所の記載がない場合、住所は「〒772・8501 撫養町南浜字東浜170」です。

市消費生活センターからのお知らせ
ご注意ください！架空請求はがきに関する相談が増えています

架空請求

年
度
末
・
年
度
始
め
に
お
け

る
窓
口
の
混
雑
緩
和
や
平

日
に
市
役
所
に
来
庁
で
き
な
い

方
の
た
め
に
、
３
月
31
日（
土
）、

４
月
１
日（
日
）

に
各
窓
口
を
開

設
し
、
証
明
書

の
交
付
業
務
な

ど
を
行
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
開
設
時
間
】午
前
８
時
30
分
～

　
　
　
　
　
午
後
０
時
30
分

【
取
り
扱
い
業
務
】

▼ 

市
民
課 

…
…
…
…
…
…
…
…

　

住
所
の
異
動
届
、
戸
籍
謄
抄

本
・
除
籍
謄
抄
本
交
付
、
住
民

票
の
写
し
な
ど
の
交
付
、
印
鑑

登
録
証
明
書
交
付
、
印
鑑
登
録

業
務
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付

※ 

年
金
窓
口
は
開
設
し
て
い
ま

せ
ん
。

問 

☎
６
８
４・１
１
３
５

▼ 

保
険
課 

…
…
…
…
…
…
…
… 

　

国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
関
す
る
こ
と
。

問 

☎
６
８
４・１
１
３
９

▼ 

長
寿
介
護
課 

…
…
…
…
…
…

　
介
護
保
険
に
関
す
る
こ
と
。

問 

☎
６
８
４・１
０
７
１

▼ 

子
ど
も
い
き
い
き
課 

…
…
…

　

児
童
手
当
申
請
や
子
ど
も
は

ぐ
く
み
医
療
費
助
成
に
関
す
る

こ
と
。

問 

☎
６
８
４・１
１
４
６

３月31日（土）、４月１日（日）に窓口を開設
平日に市役所へ来庁できない方はぜひご利用を

問 それぞれの窓口の担当課へ

島
田
渡
船
は
、
4
月
1
日

（
日
）か
ら
、
左
記
の
時

刻
で
運
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

問 市役所土木課 管理担当 ☎684・1166

島田渡船ご利用の皆さんへ
４月１日から時刻表が変更になります

　

ご
理
解
、

ご
協
力
よ
ろ

し
く
お
願
い

し
ま
す
。

最
近
、
鳴
門
市
内
で
、
国
の

機
関
を
か
た
る
左
記
の
よ

う
な
は
が
き
が
届
い
た
と
い
う

報
告
が
増
え
て
い
ま
す
。
次
の

ポ
イ
ン
ト
に
気
を
付
け
て
被
害
に

遭
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
ポ
イ
ン
ト

① 

こ
の
よ
う
な「
は
が
き
」は
、

無
視
す
る
！

　

何
ら
か
の
名
簿
を
入
手
し
た

悪
質
業
者
が
、
無
作
為
に
こ
の

よ
う
な
は
が
き
を
送
付
し
て
い

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
内
容
は
架

空
の
事
実
で
あ
る
た
め
、
と
に

か
く
無
視
し
ま
し
ょ
う
。

②「
確
認
の
た
め
…
」な
ど
と
連

　
絡
し
な
い
！

　

連
絡
を
す
る
こ
と
で
、
悪
質

業
者
に
個
人
情
報
を
提
供
す
る

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

他
の
業
者
に
悪
用
さ
れ
る
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。

③
不
安
な
場
合
は
、
警
察
や
消

　
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
相

　
談
す
る
！

　
無
視
し
て
お
く
こ
と
が
不
安
な

場
合
や
、
本
当
に
詐
欺
な
の
か 

ど
う
か
心
配
な
場
合
な
ど
は
、 

警
察
や
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

な
ど
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

 問 市役所市民協働推進課 ☎684・1140

便 島田発 堂浦発
１  7:50  7:55

２  8:10  8:15

３  8:30  8:35

４  9:10  9:15

５ 10:10 10:15

６ 11:20 11:25

７ 12:30 12:35

８ 14:00 14:05

９ 15:00 15:05

10 15:20 15:25

▶４月１日（日）からの時刻表

※不定期航路で運航するため、利用客
がいない場合は運航しません。

相
　
談
　
窓
　
口

◇
警
察
相
談
専
⽤
電
話 

☎
＃
９
１
１
０

◇
市
消
費
⽣
活
セ
ン
タ
ー 

☎
６
８
６・３
７
７
６

架空請求と思われるはがき
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市
内
在
住
の
ひ
と
り
親
家

庭
の
父
ま
た
は
母（
20
歳

未
満
の
児
童
を
扶
養
し
て
い
る

方
）を
対
象
に
、
就
職
に
役
立

つ
資
格
の
取
得
を
促
進
す
る
た

め
、
養
成
訓
練
の
受
講
期
間
に

高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
を

支
給
し
ま
す
。

【
支
給
対
象
】児
童
扶
養
手
当
の

支
給
を
受
け
て
い
る
、
ま
た

は
同
様
の
所
得
水
準
の
方
の

う
ち
、
次
の
資
格
取
得
の
た

め
に
養
成
機
関
で
修
業
し
、

当
該
資
格
の
取
得
が
見
込
ま

れ
る
方（
通
信
制
も
可
）

【
対
象
資
格
】

▼ 

介
護
福
祉
士

▼ 

理
学
療
法
士　
▼ 

保
育
士

▼ 

正
・
准
看
護
師

▼ 

作
業
療
法
士　
な
ど

【
支
給
期
間
】修
業
す
る
期
間
の

全
期
間（
上
限
３
年
）で
、
申

請
月
以
降
の
各
月
の
月
末
に

支
給

【
支
給
額
】

　
平
成
30
年
度
新
規
申
込
者

▼ 

市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯　

　
…
月
額
10
万
円

▼ 

市
町
村
民
税
課
税
世
帯　
　

　
…
月
額
７
万
５
０
０
円

※
対
象
資
格
な
ど
に
つ
い
て
、

詳
し
く
は
市
役
所
子
ど
も
い

き
い
き
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

ひとり親家庭の方の資格取得を応援
高等職業訓練促進給付金を活用しよう

あなたの芸術作品を展示してみませんか
平成30年度 鳴門市文化展作品募集

作品募集

 問 市文化協会事務局（市役所文化交流推進課） ☎684・1214

問 市役所子どもいきいき課 ☎684・1231

習いごとで文化に親しもう
「市民文化講座」 春からの新規受講生募集

 問 市役所文化交流推進課 ☎684・1214

15
講
座
あ
る「
市
民
文
化
講

座
」の
、
春
か
ら
の
新
規

受
講
生
を
募
集
。
習
い
ご
と
で

文
化
に
親
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

◆
講
座
の
種
類
・
問
い
合
わ
せ
先

▼
川
柳
鳴
峡
会（
和
田
☎

６
８
７
・
２
３
４
１
）
／
▼

短
歌
講
座（
鍋
島
☎
０
９
０

･

８
９
７
２
・
０
２
４
８
）

／
▼
民
踊
教
室（
濵
田
☎

６
８
６
・
４
３
３
９
）／
▼
大

正
琴
教
室（
岡
田
☎
６
８
８･

１
０
１
２
）／
▼
詩
吟
教
室（
中

野
☎
６
８
８･

０
５
５
８
）／
▼

手
編
み
教
室（
村
沢
☎
６
８
８

･

１
８
７
７
）／
▼
染
色
教
室

（
藤
澤
☎
６
８
６･

１
３
４
０
） 

／
▼
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
講
座 

（
富
永
☎
０
９
０･

５
１
４
５･ 

０
４
５
４
）／
▼
墨
絵
教
室（
村

澤
☎
６
８
６･

９
６
２
３
）／ 

▼
俳
画
教
室（
大
西
☎
０
９
０

･

３
７
８
５･
８
４
７
８
）／
▼ 

き
り
え
教
室（
上
田
☎
６
８
６･

５
９
２
６
）／
▼
子
ど
も
琴
・
尺

八
教
室（
事
務
局
☎
０
９
０･
２

８
２
３･

９
５
６
４
）／
▼
水
彩

色
え
ん
ぴ
つ
教
室
・
子
ど
も
絵

画
教
室（
田
中
☎
０
８
０･

６
１

１
２･

０
８
８
５
）／
▼
俳
句 

【
新

女
園
俳
句
会（
田
浦 

☎
０
９
０
・

７
１
４
２
・
６
９
２
７
）】、【
鳴

門
ホ
ト
ト
ギ
ス
会（
西
内 

☎
６
８

６
・
１
０
５
０
）】

５
月
12
日（
土
）か
ら
20
日

（
日
）ま
で
、
キ
ョ
ー
エ
イ

鳴
門
駅
前
店
４
階

で
開
催
す
る
平
成

30
年
度
鳴
門
市
文

化
展
の
出
展
作
品

を
募
集
し
ま
す
。

◆
出
品
資
格

　

市
内
在
住
、
在
学
、
在
勤
ま

た
は
市
内
に
所
在
す
る
文
化
団
体

所
属
の
方
で
、
18
歳
以
上
の
方

◆
出
品
種
目
・
点
数
と
規
定

　
原
則
と
し
て
市
内
で
未
発
表
の

も
の
で
、
１
人
１
点
ま
で
。
各
部

門
の
体
裁
に
つ
い
て
は
次
の
と
お

り
で
す
。

①
日
本
画
…
６
号
以
上
で
額
縁

付
き
、
ま
た
は
表
装

②
洋
画・版
画・切
り
絵・水
彩
画

…
６
号
以
上
で
額
縁
付
き

③
絵
手
紙
…
は
が
き
の
大
き
さ
で

額
縁
付
き

④
写
真
…
４
つ
切
り
以
上
で
パ
ネ

ル
貼
り
、
ま
た
は
額
仕
立
て

⑤
書
道
…
表
装
、
ま
た
は
額
仕

立
て
で
簡
単
な
注
釈
文
を
添
付

（
縦
２
２
０
㌢
以
内
）

⑥
俳
画
…
色
紙
額
仕
立
て（
角
形
）

⑦
俳
句・短
歌・川
柳
…
短
冊
仕

立
て（
短
冊
掛
け
は
各
自
用
意
）

※
①
②
で
10
号
以
上
、
④
で
半

切
以
上
の
作
品
は
ガ
ラ
ス
を
付

け
ず
に
応
募
。
ま
た
、
全
作

品
つ
り
ひ
も
を
付
け
て
く
だ
さ

い
。

◆
申
し
込
み

　
３
月
16
日（
金
）ま
で
に
住
所
、

氏
名
、
雅
号（
な
い
場
合
は
不

要
）、
電
話
番
号
、
作
品
の
題
名

（
俳
句
、
短
歌
、
川
柳
は
除
く
）、

作
品
の
大
き
さ
を
市
文
化
協
会

事
務
局
で
配

布
す
る
所
定

の
出
品
申

込
書
に
記
入

し
、
左
表
の

各
申
し
込
み

先
へ
。

▼ 　日本画 … 村澤 ☎686・9623

▼ 　洋画・版画・切り絵・水彩画…
　戸田 ☎686・2254

▼ 　絵手紙 … 矢野 ☎686･9651

▼ 　写真 ……………………………
　・ナルトぴんぼけクラブ事務局
　　カメラのマエダ ☎686・3439
　・写真集団｢渦｣事務局 
　　ハシモトカメラ  ☎685・2552

▼ 　書道 … 坂田 ☎686･9708

▼ 　俳画 … 大西 ☎090・3785・8478

▼ 　俳句 … 西内 ☎686・1050

▼ 　短歌 … 鍋島 ☎685・2320

▼ 　川柳 … 和田 ☎687・2341

▼ 　その他 …………………………
　市文化協会事務局 ☎684･1214

各部門の申し込み先

市からのお知らせ
City_information
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スポーツ活動に取り組める環境づくり
「生涯スポーツ推進事業補助金」の企画提案を募集

生涯スポーツ

問 市教育委員会体育振興室  ☎686・8804

市
民
の
皆
さ
ん
が
年
齢
、
性

別
、
障
が
い
の
有
無
な

ど
を
問
わ
ず
、
生
涯
に
わ
た
っ

て
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を

目
的
と
し
た
、
公
募
提
案
型
の

「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
推
進
事
業
補
助

金
」。

　

平
成
30
年
度
の
同
補
助
事
業

の
企
画
提
案
を
募
集
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。

【
対
象
団
体
】

構
成
員
の
数
が
５
人
以
上

で
、
運
営
に
関
す
る
会
則
な

ど
が
あ
り
、
適
正
な
会
計
・

事
務
処
理
を
行
う
団
体

【
対
象
事
業
】

広
く
市
民
を
対
象
と
し
、
か

つ
、
年
間
を
通
じ
て
継
続
的

に
ス
ポ
ー
ツ
活
動
機
会
を
創

出
す
る
事
業
で
、
平
成
31
年

３
月
31
日（
日
）ま
で
に
完
了

す
る
事
業

【
応
募
部
門
】

①
ス
マ
イ
ル
キ
ズ
ナ
枠

主
に
子
ど
も
、
高
齢
者
な
ど

が
対
象
で
、
ス
ポ
ー
ツ
に
取

り
組
む
き
っ
か
け
づ
く
り
や

健
康
増
進
を
図
る
た
め
の
事

業
②
ミ
ニ
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
枠

日
頃
か
ら
体
を
動
か
す
こ
と

を
意
識
し
て
も
ら
い
、
ス

ポ
ー
ツ
を
す
る
習
慣
を
身
に

付
け
る
た
め
に
、
誰
で
も
参

加
で
き
る
事
業

【
補
助
金
額
】

①
、
②
と
も
に
対
象
経
費

の
４
分
の
３
以
内（
限
度
額

15
万
円
）。
た
だ
し
、
過
去

に
当
該
補
助
事
業
を
実
施
し

た
団
体
で
同
一
の
事
業
内
容

で
申
請
す
る
場
合
は
、
2
分

の
1
以
内（
限
度
額
15
万
円
）

【
応
募
方
法
】

３
月
12
日（
月
）ま
で
に
、
持

参
ま
た
は
郵
送
で
市
教
育
委

員
会
体
育
振
興
室
へ
応
募
書

類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

書
類
審
査
や
事
業
選
考
で
採

択
事
業
を
決
定
し
ま
す
。

※
詳
し
い
内
容
は
、
募
集
要
項

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
募
集

要
項
お
よ
び
応
募
書
類
な
ど

は
、
同
室
の
ほ
か
、
市
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
新
着
情
報

か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

※
関
連
予
算
の
成
立
が
前
提
と

な
る
た
め
、
内
容
な
ど
を
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

廃棄物の処分に無許可の回収業者を利用しないでください
廃棄物は適切に処分しましょう

ごみの処分

 問 市クリーンセンター廃棄物対策課 ☎683・7573

廃
家
電（
家
電
リ
サ
イ
ク
ル

法
対
象
品
目
で
あ
る
エ

ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
・

冷
凍
庫
、
洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥

機　

※
パ
ソ
コ
ン
を
除
く
）や

粗
大
ご
み
、
自
転
車
を
廃
棄
物

と
し
て
処
分
す
る
時
は
、
市
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
持
ち

込
む
か
、
本
市
が
許
可
し
て
い

る
下
記
の
５
業
者
に
処
理
を
依

頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　

無
許
可
の
業
者
に
廃
棄
物
の

収
集
や
運
搬
を
依
頼
す
る
こ
と

は
、
法
律（
廃
棄
物
処
理
法
）に

抵
触
し
ま
す
の
で
、
や
め
て
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

へ
直
接
持
ち
込
ん
だ
場
合
の
手

数
料
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

◦
粗
大
ご
み
＝
10
㌔
に
つ
き

70
円

◦
自
転
車
、
小
型
電
気
製
品
＝

１
台
に
つ
き
５
０
０
円

◦
大
型
電
気
製
品
＝
１
台
に
つ

き
３
千
円

◆
無
許
可
の
回
収
業
者
と
の

　
ト
ラ
ブ
ル
事
例

◇
当
初
言
っ
て
い
た
金
額
と
異

　
な
る
金
額
を
請
求
さ
れ
た
。

◇
見
積
も
り
も
な
く
、
高
い
金

　
額
を
請
求
さ
れ
た
。

◇
名
目
の
異
な
る
別
料
金
を
請

　
求
さ
れ
た
。

◇
依
頼
し
て
い
な
い
他
の
物
ま

　
で
持
っ
て
い
か
れ
た
。

◇
脅
し
・
ど
う
喝
な
ど
、
怖
い

　
思
い
を
し
た
。

◇
領
収
書
を
発
行
し
て
も
ら
え

　
な
か
っ
た
。

◇
集
め
ら
れ
た
不
要
品
が
大
量

　

に
積
み
上
げ
ら
れ
、
周
囲
の

　

生
活
環
境
や
美
観
が
損
な
わ

　
れ
た
。

◆
一
時
多
量
ご
み
も

　
許
可
業
者
へ

　

引
っ
越
し
な
ど
に
伴
う
多
量

の
ご
み
を「
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」に
出
す
と
、
同
じ
場
所
に

出
す
人
の
迷
惑
に
な
り
ま
す
。

　

市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
直

接
持
ち
込
む
か
、
左
記
の
許
可

業
者
に
処
理
を
依
頼
し
て
く
だ

さ
い
。

㈱三幸クリーンサービスセンター ☎685・8818
ゼネラル産業㈲ ☎687・2881
鳴門クリーン ☎685・3075
㈱メイコークリーンサービス ☎688・0606
㈲矢野商会 ☎689・1719

本市が許可している
一般廃棄物収集・運搬業者 （五十音順）
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市
内
在
住
の
方
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て「
脳
の

楽
習
教
室
」へ
の
助
言
や

指
導
を
し
て
い
た
だ
け
る

方
を
募
集
し
ま
す
。

【
日
時
】４
月
５
日（
木
）か
ら
の
毎
週

　
木
曜
日

　
午
前
９
時
～
正
午

【
場
所
】ケ
ア
ハ
ウ
ス
な
る
と

環
境
学
習
館
の
各
種
教
室

　

全
行
事
と
も
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
３
階
環
境
学
習
館
で
開
催
し
ま

す
。
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
は
同

館（
☎
６
８
３・７
５
６
８
）へ
。

■
絵
手
紙
教
室

　
手
す
き
は
が
き
な
ど
を
使
用
。

【
日
時
】３
月
６
日（
火
）

　
　
　
午
後
２
時
～
４
時

【
定
員
】20
人
程
度（
先
着
順
）

【
準
備
物
】絵
筆
、水
性
絵
の
具
、墨
、

鉛
筆
な
ど

■
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室

　
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ケ
ー
ス
を
作
り
ま
す
。

【
日
時
】３
月
15
日（
木
）

　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

【
定
員
】20
人
程
度（
先
着
順
）

【
準
備
物
】布（
30
㌢
×
30
㌢ 

２
～
３

種
）、裁
縫
道
具（
針
、糸
、は
さ
み
、

筆
記
用
具
な
ど
）

■「
フ
ク
ロ
ウ
と
子
ど
も
た
ち
の

森
」植
物
観
察

【
日
時
】３
月
10
日（
土
）

　
　
　
午
後
１
時
～
３
時
30
分

【
定
員
】20
人
程
度（
先
着
順
）

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

情報ガイド
INFORMATION
GUIDE

生
活・暮
ら
し

お
ゆ
ず
り
し
ま
す 

※
無
料

◆
加
湿
空
気
清
浄
機（
新
品
）

◆
ベ
ビ
ー
ベッ
ド

お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い

◆
ピ
ア
ノ（
譲
受
人
が
調
律
・
運
搬

　
費
な
ど
を
負
担
）　

◆
七
輪

問 
市
消
費
者
協
会

　

 

☎
６
８
６･

３
７
７
６

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
業
務
案
内

　

10
日（
土
）は
午
前
８
時
30
分
か
ら

正
午
ま
で
、
ご
み
の
持
ち
込
み
を
受

け
付
け
ま
す
。
21
日（
水
・
祝
）は
休

業
し
ま
す
。

問 

市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　

 

☎
６
８
３･

７
５
７
０

特
例
追
納
は
３
月
31
日（
土
）ま
で

　

特
例
追
納
と
は
、
配
偶
者
の
健

康
保
険
の
扶
養
か
ら
外
れ
た
際
に
、

あ
る
と
き
は
、
免
除
が
認
め
ら
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】年
金
手
帳

な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も

の
、
認
め
印（
本
人
が
署
名
す
る

場
合
は
不
要
）、
雇
用
保
険
受
給

者
証
ま
た
は
離
職
票
な
ど
の
写
し

問 
市
役
所
市
民
課
年
金
担
当

　
☎
６
８
４･

１
１
３
８

今
月
の
納
期

国
民
健
康
保
険
料（
10
期
）、

介
護
保
険
料（
10
期
）、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
８
期
）

　

4
月
2
日（
月
）ま
で
に
市
役
所
保

険
課
ま
た
は
指
定
金
融
機
関
で
納
め

て
く
だ
さ
い
。

講
座・教
室・試
験
な
ど

普
通
救
命
講
習

【
日
時
】4
月
15
日（
日
）

　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

【
場
所
】ボ
ー
ト
レ
ー
ス
鳴
門

　
　
　
特
別
観
覧
施
設
Ｒ
Ｏ
Ｋ
Ｕ

【
対
象
】市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
15

　
歳
以
上
の
方

【
内
容
】シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
人
形
を
用

い
た
体
験
型
講
習
、
心
肺
蘇
生
法

（
胸
骨
圧
迫
、
人
工
呼
吸
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
使
用
法
）、
異
物
除
去
、
止
血
法

【
定
員
】10
人
程
度（
先
着
順
）

【
問
・
申
し
込
み
】３
月
30
日（
金
）ま

　
で
に
市
消
防
本
部
予
防
課（
☎
６

　
８
４・１
４
９
４
）へ
。

国
民
年
金
の
切
り
替
え
手
続
き
が

遅
れ
た
方
な
ど
が
対
象
で
、
３
月

31
日（
土
）ま
で
に
保
険
料
を
追
納

す
る
こ
と
で
年
金
額
を
増
や
す
こ

と
が
で
き
る
制
度
で
す
。
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 
徳
島
北
年
金
事
務
所

　
☎
６
５
５･

０
２
０
０

多
重
債
務
電
話
無
料
相
談

【
日
時
】月
～
金
曜
日（
休
日
除
く
）

　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で
は
除
く
。

問 
四
国
財
務
局
多
重
債
務
者
相
談
窓
口

　

  

☎
０
８
７･
８
１
１・７
８
０
１

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
は
、
ス
ポ
ー

ツ
活
動
の
ほ
か
、
文
化
活
動
や
地
域

活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
な
ど
に
お
け
る

万
が
一
の
事
故
に
対
す
る
備
え
と
な

り
ま
す
。詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
を
。

問 

公
益
財
団
法
人
ス
ポ
ー
ツ
安
全

　

 

協
会
徳
島
県
支
部

　

 

☎
６
５
５・３
６
６
０

国
民
年
金
保
険
料
は
退
職
に
よ

る
特
例
免
除
が
あ
り
ま
す

　
特
例
免
除
と
は
、
国
民
年
金
保
険

料
の
算
定
の
際
に
、
審
査
対
象
者
の

う
ち
で
退
職
・
失
業
さ
れ
た
方
の
所

得
を
除
外
し
て
審
査
を
行
い
、
保
険

料
納
付
が
免
除
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
た
だ
し
、
退
職
・
失
業
者
以
外
の

審
査
対
象
者
に
一
定
以
上
の
所
得
が

市
の
介
護
予
防
教
室
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
次
の
教
室
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る

方
は
３
月
22
日（
木
）ま
で
に
電
話
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
の
い
ず
れ
か
の
方
法

で
氏
名
、
年
齢
、
住
所
、
電
話
番
号

を
市
役
所
長
寿
介
護
課（
☎
６
８
４･

１
１
７
５ 

FAX
６
８
４・１
３
２
１
）へ
。

※
要
介
護
・
要
支
援
を
受
け
て
い
る

方
は
担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

①
65
歳
か
ら
の
男
の
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
男
性

の
方
を
対
象
に
、
料
理
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

※
高
齢
者
の
み
世
帯
の
方
優
先
。

【
日
時
】４
月
11
日（
水
）か
ら
の
毎
月

　
第
２
・
第
４
水
曜
日

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

【
場
所
】う
ず
し
お
会
館
５
階

【
対
象
】市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
男

　
性
の
方

【
費
用
】１
回
に
つ
き
３
０
０
円（
食

　
材
料
費
）

②
脳
の
楽が
く
し
ゅ
う習教
室

　
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方
を
対

象
に
、
物
忘
れ
予
防
を
目
的
と
し
て

簡
単
な
計
算
や
音
読
を
継
続
的
に
学

習
す
る
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】４
月
５
日（
木
）か
ら
８
月
30

　
日（
木
）ま
で
の
毎
週
木
曜
日

　
午
前
９
時
30
分
か
ら
11
時
30
分
ま

　
で
の
30
分
程
度

【
場
所
】ケ
ア
ハ
ウ
ス
な
る
と
２
階

③「
脳
の
楽が

く
し
ゅ
う習

教
室
」学
習
サ
ポ
ー

　
タ
ー

生
活
・
暮
ら
し

● 費用などの記載がない場合、無料です。 14平成30年３月号



● 電話番号に市外局番の記載がない場合、市外局番は「088」です。

小
川
病
院
で
の
教
室
・
セ
ミ
ナ
ー

　
両
行
事
と
も
小
川
病
院
６
階
会
議

室
で
開
催
。
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

は
同
院（
☎
６
８
６・２
３
２
２
）へ
。

■
糖
尿
病
・
物
忘
れ
教
室

【
日
時
】３
月
10
日（
土
）

　
　
　
午
後
４
時
～
５
時

【
内
容
】「
認
知
症
に
な
っ
た
ら
」を

テ
ー
マ
に
し
た
講
演
と
認
知
症
予

防
を
目
的
と
し
た
簡
易
な
運
動
。

【
講
師
】こ
も
れ
び
の
家
・
撫
養

　
管
理
者 

杉
田 

由
美 

氏

■
看
護・介
護 

資
質
向
上
セ
ミ
ナ
ー

　
「
軽
度
認
知
障
害（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）に
つ

い
て
」と
題
し
、
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
す
。

【
日
時
】３
月
14
日（
水
）

　
　
　
午
後
６
時
30
分
～
８
時

【
対
象
】医
療
・
介
護
関
係
者

【
講
師
】神
経
内
科
専
門
医

　
　
　
足
立 

克
仁 

氏

兼
松
病
院
で
の
講
習
会

　

両
行
事
と
も
兼
松
病
院
で
開
催
。

問
い
合
わ
せ
は
同
院（
☎
６
８
５・４

５
３
７
）へ
。

■
乳
が
ん
・
甲
状
腺
の
特
別
講
習
会

【
日
時
】３
月
10
日（
土
）

　
　
　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

【
内
容
】分
子
標
的
剤
に
よ
る
乳
が
ん

の
最
新
治
療
・
バ
セ
ド
ウ
病
・
乳

が
ん
検
診
ほ
か

【
講
師
】大
阪
大
学 

乳
腺
・
内
分
泌

外
科
講
師 

島
津 

研
三 

医
師

■
健
康
教
室

【
日
時
】３
月
30
日（
金
）午
後
３
時
～

【
内
容
】ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
に
つ
い
て

【
講
師
】看
護
師 
岸 
菜
美 

氏

　
　
　
看
護
師 

千
葉 
美
樹 

氏

子
育
て
相
談
室

　

子
育
て
の
経
験
を
話
し
合
っ
て
、

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。

【
日
時
】３
月
14
日（
水
）

　
　
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

【
場
所
】鳴
門
ふ
れ
あ
い
健
康
館（
旧
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）３
階
中
会
議
室

【
講
師
】臨
床
心
理
士  

佐
藤  

幸
男
氏

【
問
・
申
し
込
み
】３
月
７
日（
水
）

ま
で
に
同
館
１
階
鳴
門
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー（
☎

　
６
８
３・０
７
８
８  

FAX
６
８
３・０

　
７
９
８
）へ
。

鳴
門
病
院　
糖
尿
病
教
室

【
日
時
】３
月
13
日（
火
）

　
　
　
午
前
11
時
～
午
後
１
時

【
場
所
】同
病
院
３
階
大
会
議
室

【
内
容
】糖
尿
病
食
の
試
食
会

※
費
用
は
要
問
い
合
わ
せ
。

【
問
・
申
し
込
み
】３
月
９
日

　
（
金
）ま
で
に
同
病
院

　
（
☎
６
８
３・０
０
１

　
１
）へ
。

募　
集

新
池
川
の
清
掃
・
浄
化
活
動
参
加
者

【
日
時
】３
月
11
日（
日
）午
前
９
時
～

【
集
合
場
所
】鳴
門
警
察
署
前

※
参
加
者
に
は
焼
き
芋
の
接
待
あ
り
。

問 
新
池
川
を
き
れ
い
に
す
る
会 

乾

　 

☎
０
９
０･

３
１
８
１・１
４
０
２

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集
説
明
会

　
健
康
な
高
齢
者
に
臨
時
的
・
短
期

的
な
就
業
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

【
日
時
】３
月
８
日（
木
）午
後
２
時
～

【
場
所
】鳴
門
ふ
れ
あ
い
健
康
館（
旧

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）３
階
中
会

議
室

【
対
象
】市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
意
欲
の
あ
る
方

問 
同
セ
ン
タ
ー
☎
６
８
６･

３
７
３
２

【日時】 ３月24日（土）～４月８日（日） 午前９時～午後４時
【場所】 トリーデなると
【内容】  明治150年を記念し、鳴門ゆかりの偉人「鳥居 龍蔵」「賀

川 豊彦」「松江 豊寿」の功績を紹介するパネル展を開催する
ほか、写真投稿アプリのインスタグラムを使ったコンテス
ト「N

ナ ル ス タ グ ラ ム
arustagram」への応募作品を展示します。

問 市役所戦略企画課 ☎684・1622

トリーデなると春の企画展

行政相談 日時  ３月９日（金） 13：00～16：00
場所  市役所本庁１階市民相談室 担当：原内
問 市役所秘書広報課 ☎684・1118

人権相談 日時  ３月16日（金） 13：30～16：30
場所  市役所本庁１階市民相談室
※上記の時間帯に電話相談も行います。
問 市役所人権推進課 ☎684・1423

成年後見・相続・遺言の相談 日時  ３月９日（金）
　13：00～15：00 場所  斎田公民館（鳴門高校裏）
問 コスモス成年後見サポートセンター ☎679・4440

女性相談 日時  月～金曜（休日除く） 9：00～17：00
場所  女性子ども支援センター
問 「ぱぁとなー」 ☎684・1413、☎684・1408

心配ごと相談 日時  毎金曜（休日除く） 10：00～15：00
場所  鳴門ふれあい健康館（旧老人福祉センター）
　 　２階 市社会福祉協議会相談室
問 市社会福祉協議会 ☎685・7170

職業相談 日時  ３月７日（水） 13：30～14：30
場所  市人権福祉センター１階応接室
問 ハローワーク鳴門 ☎685・2270

身体障害者相談 日時  月～金曜（休日除く） 9：30～
　12：00 場所  市身体障害者会館
問 同館 ☎686・4144

NPO相談 日時  月～金曜（休日除く） 9：00～17：00
場所  市役所市民協働推進課
問 同課 ☎684・1200

消費生活相談 日時  月～金曜（休日除く） 9：30～
　15：30 場所  消費生活センター
問 同センター ☎686・3776

電話法務相談
　四国市民法務サポート代表理事の森江大蔵氏に
よる無料電話法務相談。
日時  ３月18日（日） 19：00～21：00
内容  くらしの法務相談全般
電話番号   0120・992・932

年金相談 ※要予約
日時  ３月15日（木） 10：00～15：00
場所  市役所本庁１階第１会議室
問 街角の年金相談センター徳島 ☎657・3081

若者の就労相談会 ※要予約
日時  ３月６日、13日、20日、27日（各火曜日） 
       13：00～17：00
場所  市役所本庁舎周辺（予約時に要確認）
問 とくしま地域若者サポートステーション 
    ☎602・0553

認知症サポート医によるもの忘れ相談 
日時  ３月28日（水） 14：00～16：00
場所  市役所本庁１階市民相談室
問 基幹型地域包括支援センター  ☎615･1417

介護者家族の会による相談
日時  ３月13日、27日（各火曜日） 10：00～15：00
場所  鳴門ふれあい健康館（旧老人福祉センター）　
　　２階 市社会福祉協議会相談室
問 基幹型地域包括支援センター  ☎615･1417

不動産相談 日時  ３月20日（火） 10：00～12：00
場所  市役所本庁１階市民相談室
問 徳島県宅地建物取引業協会 ☎625・0318

無料相談

15 平成30年３月号



● 費用などの記載がない場合、無料です。

■
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
会

【
日
時
】３
月
３
日（
土
）

　
　
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

【
費
用
】２
０
０
円（
年
会
費
）

【
対
象
】幼
児
～
小
学
校
低
学
年

■
賀
川
豊
彦
学
習
講
座

「
賀
川
豊
彦
と
協
同
組
合
協
力
者

木き

立だ
ち

義よ
し
み
ち道
」

【
日
時
】３
月
24
日（
土
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

【
費
用
】２
０
０
円

【
講
師
】同
館
長 

岡
田 

健
一 

氏

ド
イ
ツ
人
国
際
交
流
員
ブ
シ
ュ

ミ
ン
さ
ん
と
ド
イ
ツ
の

環
境
問
題
を
考
え
よ
う

【
日
時
】３
月
31
日（
土
）

　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

【
場
所
】ド
イ
ツ
館
１
階
会
議
室

【
定
員
】30
人（
先
着
順
）

【
問･

申
し
込
み
】３
月
23
日（
金
）ま

　

で
に
同
館（
☎
６
８
９･

０
０
９

　
９
）へ
。

第
30
回
記
念
上
映
会

「
い
つ
ま
た
、
君
と
」

　
戦
後
の
混
乱
期
を
生
き
た
家
族

の
愛
の
物
語
。
企
画
は
向
井
理
、
主

演
は
尾
野
真
千
子
・
向
井
理
。

【
日
時
】３
月
24
日（
土
）

　
　
　
①
午
後
２
時
～
②
午
後
６
時
～

【
場
所
】市
文
化
会
館

【
費
用
】前
売
り
９
０
０
円

　
　
　
当
日
９
９
９
円

問  
な
る
と
De
シ
ネ
マ

　

 

☎
６
８
４･

１
７
７
７

ブ
」の
２
つ
の
ク
ラ
ブ
が
あ
り
ま
す
。

ヨ
ガ
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
、
リ
ト
ミ
ッ
ク
な
ど

各
ク
ラ
ブ
が
特
色
あ
る
多
彩
な
種
目

を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
で
ス
ポ
ー
ツ
を
始
め
た
い

方
、
何
か
お
手
伝
い
し
た
い
と
い
う

方
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問 

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ 

☎
０
８
０・３
９
２
８
・

    

８
６
７
９ 

URL
：http://w

w
w

.ni
    ce7610.net/

問 
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｔ
Ｏ
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ

　

 
ク
ラ
ブ 
☎
０
９
０・７
１
４
０・８

　

 

６
８
３ 
URL
：http://sc-naruto

     club.jim
do.com

/

催
し・イ
ベ
ン
ト

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
鳴
門

■
本
場
開
催

●
鳴
門
天
然
温
泉
あ
ら
た
え
の
湯

　
な
る
み
丸
カ
ッ
プ
競
走

　
３
月
３
日（
土
）～
７
日（
水
）

●
鳴
門
巧
者
決
定
戦
競
走

　
３
月
11
日（
日
）～
15
日（
木
）

●
第
２
回
徳
島
バ
ス
カ
ッ
プ
競
走

　
３
月
27
日（
火
）～
31
日（
土
）

問 

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
鳴
門

　

 

☎
６
８
５・８
１
１
１

賀
川
豊
彦
記
念
館
の
イ
ベ
ン
ト

　
両
イ
ベ
ン
ト
は
同
館
で
開
催
し
ま

す
。
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
は
同

館（
☎
６
８
９・５
０
５
０
）へ
。

募　
集

就
職
者
激
励
大
会
参
加
事
業
者

　
４
月
か
ら
新
規
に
市
内
事
業
所
に

就
職
す
る
方
を
対
象
と
し
た
激
励
大

会
を
開
催
し
ま
す
。
事
業
主
の
方
は

ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】４
月
６
日（
金
）午
前
10
時
～

【
場
所
】う
ず
し
お
会
館
第
１
会
議
室

【
問
・
申
し
込
み
】３
月
19
日（
月
）ま

　
で
に
鳴
門
商
工
会
議
所（
☎
６
８

　
５・３
７
４
８
）、
大
麻
町
商
工
会

　
（
☎
６
８
９･

０
２
０
４
）へ
。

市
文
化
月
間
協
賛
イ
ベ
ン
ト

　

５
月
15
日（
火
）か
ら
６
月
14
日

（
木
）ま
で
の「
市
文
化
月
間
」に
、
市

内
で
開
催
さ
れ
る
文
化
行
事
を
協
賛

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
募
集
し
ま
す
。
採

用
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
は
市
公
式
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
な
ど
で
紹
介
し
ま
す
。

【
問
・
申
し
込
み
】３
月
20
日（
火
）ま

　
で
に
所
定
の
申
請
書
を
市
役
所
文

　
化
交
流
推
進
課（
☎
６
８
４・１
２

　
１
４
）へ
。

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で

ス
ポ
ー
ツ
を
始
め
ま
せ
ん
か

　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と

は
、
地
域
住
民
が
主
体
と
な
り
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
誰
も
が
気
軽

に
ス
ポ
ー
ツ
や
健
康
づ
く
り
が
で
き

る
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
こ
と

で
す
。本
市
に
は
、「
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」と「
Ｎ

Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｔ
Ｏ
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

「なると市民文芸」発刊
　市民の文芸誌「なると市民文芸」第47号が発刊されました。市
民の文芸作品として、小説、随筆、現代詩など671作品を集録。
　そのほか、市内の小学生のこども俳句306点も掲載していま
す。見本は、市立図書館や最寄りの公民館に備
えていますのでぜひご覧ください。市役所文化
交流推進課で１冊500円で販売しています。
 　 同課 ☎684・1214問

　瀬戸小学校は平成29年度末をもって休校します。また、瀬戸
幼稚園は平成25年度末で休園となっております。つきましては、
休園休校式を行いますので、卒業生や元教職員、地域の関係
者など多数の方々の参加をお待ちしています。

【日時】 ３月17日（土） 午前10時～11時20分
【場所】 瀬戸小学校体育館（駐車場は同校運動場ですが、でき
　るだけ徒歩または公共交通機関をご利用ください。）
問  市教育委員会学校教育課 ☎686・8802 

瀬戸幼稚園・小学校休園休校式鳴門の渦潮を世界遺産に！

国際シンポジウム開催

　鳴門の渦潮の世界遺産登録に向けて取
り組むべき課題などを探るため、国際シ
ンポジウムを開催します。（先着150人）

【日時】 ３月16日（金）午後２時15分～５時
【場所】 ルネッサンスリゾートナルト２階海天
【問・申し込み】 県総合政策課広域連携室
　（☎621・2133 FAX621・2830）へ。

　高松自動車道大代古墳トンネル上にある
古墳で大津西小学校児童が古墳の解説を行
うほか、古墳の模型などを展示します。

【日時】 ３月11日（日） 午後１時～３時
※駐車場は市し尿処理場です。
 　市教育委員会生涯学習人権課
　 ☎686・8807
問

国指定史跡  鳴門板野古墳群
「大代古墳」一般公開

16平成30年３月号
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● 電話番号に市外局番の記載がない場合、市外局番は「088」です。

Ｗ
ｅ
Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ
な
る
と

ま
ち
づ
く
り
活
動
応
援
補
助
金

事
業
選
考
検
討
会
を
開
催

　

公
募
提
案
型
補
助
金
の
採
択
団

体
を
選
考
す
る
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
す
。
鳴
門
の
ま

ち
を
良
く
し
よ
う
と
活
動
す
る
団
体

の
熱
い
思
い
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】３
月
17
日（
土
）

　
　
　
午
後
０
時
30
分
～

【
場
所
】う
ず
し
お
会
館
第
１
会
議
室

問 

市
役
所
市
民
協
働
推
進
課

　

 

☎
６
８
４・１
１
８
９

な
る
と　
う
た
ご
え
ひ
ろ
ば

　
童
謡
な
ど
を
歌
い
ま
せ
ん
か
。

【
日
時
】３
月
24
日（
土
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

【
場
所
】渦
潮
ふ
れ
あ
い
館（
旧
南
浜

　
児
童
館
）

【
費
用
】５
０
０
円（
飲
食
代
）

問 

山
田 

☎
０
９
０・９
５
５
８・５
０
７
６

「
砦と
り
で」ト
ム
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
公
演

　
ダ
ム
建
設
反
対
闘
争
に

一
人
の
男
が
立
ち
上
が

る
。
故
郷
を
愛
し
た
夫
婦

の
物
語
。
主
演
は
村
井
國

夫
と
藤
田
弓
子
。

【
日
時
】３
月
28
日（
水
）

　
　
　
午
後
６
時
30
分
開
演

【
場
所
】市
文
化
会
館

【
費
用
】５
千
円（
入
会
金
２
５
０
０

　
円
、
月
会
費
２
５
０
０
円
）

※
入
会
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問  
市
民
劇
場
☎
６
８
４･

１
７
７
７

瀬
戸
小
学
校
休
校
に
よ
せ
て

み
や
ま
小
鳴
門
公
園
祭

　

か
つ
て
瀬
戸
小
生
の
遊
び
場
で

あ
っ
た
思
い
出
深
い
小
鳴
門
公
園
に

集
い
、
歌
や
踊
り
、
思
い
出
話
な
ど

で
盛
り
上
が
り
ま
せ
ん
か
。

【
日
時
】３
月
24
日（
土
）午
後
１
時
～

【
場
所
】同
公
園
山
頂　
元
忠
魂
碑
前

※
車
で
お
越
し
の
方
は
瀬
戸
小
学
校

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問 
冨
士 

☎
０
９
０･

１
５
７
６･

２
６
７
４

「
平
瀬 
恵
子
」展

　
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
版
画
の
作
品
展
。

【
日
時
】 ３
月
31
日（
土
）ま
で

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
６
時

※
月
曜
日
は
休
館
。

【
場
所
】 カ
フ
ェ
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
ズ

問 

渡
辺 

☎
６
８
７・０
９
３
３

キ
ョ
ー
エ
イ
鳴
門
駅
前
店
４
階
催
し

「
鳴
門
の
渦
潮
」

文
化
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品
展

【
日
時
】３
月
７
日（
水
）ま
で

　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時

※
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
。

問 

市
役
所
観
光
振
興
課

　

 

☎
６
８
４・１
１
５
７

第
４
回
星
景
写
真
展

【
日
時
】３
月
９
日（
金
）～
15
日（
木
）

　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時

※
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
。

問 

林 

☎
０
９
０・５
９
１
５・０
２
２
２

第
49
回
ナ
ル
ト
ぴ
ん
ぼ
け
ク
ラ
ブ

写
真
展

【
日
時
】３
月
16
日（
金
）～
18
日（
日
）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
６
時

※
最
終
日
は
午
後
５
時
ま
で
。

問 

カ
メ
ラ
の
マ
エ
ダ

　

 

☎
６
８
６・３
４
３
９

～
復
刻
版
浮
世
絵
展
～

第
１
回
歌
麿
・
写
楽
・
北
斎
の
世
界

【
日
時
】３
月
21
日（
水・祝
）～
30
日（
金
）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
６
時

※
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
。

問 

加
藤 

☎
０
９
０・５
２
７
０・０
４
９
１

脳
わ
く
わ
く

若
返
り
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

【
日
時
】３
月
７
日
、
14
日
、
28
日（
各

水
曜
日
）午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

【
費
用
】一
回
５
０
０
円

※
３
月
７
日
は
無
料
体
験
。

問 
ポ
ス
ト
・
ウ
エ
ー
ブ

　
 

☎
６
８
４・４
１
３
８

図
書
館 
☎
６
８
５・０
２
５
５

３
月
の
休
館
日

▼
２
日（
金
・
館
内
整
理
日
）

▼
６
日（
火
）▼
13
日（
火
）

▼
20
日（
火
）▼
27
日（
火
）

■
そ
な
え
あ
れ
ば
、
う
れ
い
な
し
！

　
防
災
に
関
す
る
本
の
展
示
。

【
日
時
】３
月
３
日（
土
）～
31
日（
土
）

【
場
所
】同
館
１
階
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス

　両イベントとも同館で開催します。お問い合わせ
は同館（☎689・0099）へ。

■ 「Kayoko＆フレンズ」  スプリングコンサート
　市出身ボーカリストの木下かよこ氏を中心に結成
されたスペシャルバンドによるコンサート。

【日時】 ３月11日（日） 午後１時30分
※開場は午後０時45分。

【費用】  大人500円、小中学生150円
※同館、市賀川豊彦記念館共通入館料を含む。

■ 第11回フリーデンスフェスト（チャリティーコンサート）
　第１部では板東道生氏が、第２部では県出身者に
よる音楽ユニットが、会場を盛り上げます。

【日時】 ３月25日（日）
　第１部：午前11時～（開場は午前10時30分。）
　第２部：午後２時～（開場は午後１時30分。）

【費用】  大人1,500円、小中学生700円
※片方のみの来場は、大人1,000円、小中学生500円。

ドイツ館のイベント
テ
レ
ビ
広
報
な
る
と  

番
組
ガ
イ
ド

▼３月１日～ 防ごう火災！～尊い命を守るため～

▼３月16日～ 第九アジア初演100周年記念事業
鳴門ビデオボランティア制作番組

▼３月１日～ 点描 冬の朝／石川 光夫（吉野川市）

▼３月16日～ 味
み

噌
そ

づくり／豊田 三郎（板東）
放送チャンネル・時間
テレビ鳴門 （111ch）８、13、23時～
行政情報 　（122ch）７、12、16、18、21、22時～ 

今年は第九アジア初演100周年♪

　現在、大麻町で巣作りをしているコウノトリは、
産卵したと推定されています。巣に近づいて撮
影・観察をしたり、大声を出したりしないように、
十分注意をお願いします。ヒナの誕生
をみんなで静かに見守りましょう。
問  市役所農林水産課 ☎684・1183

コウノトリの撮影・観察にマナーを
産卵が推定されています

17 平成30年３月号



Health Info

乳幼児健診
【場　所】 鳴門ふれあい健康館（旧老人福祉
　　　　  センター）３階
 実…実施日　対…対象児　 受…受付時間
■３歳児健診  実 ３月９日㈮
    対 平成26年９月生まれ 受 12：30～13：00
■１歳６か月児健診  実 ３月15日㈭
    対 平成28年８月生まれ 受 12：30～13：00
■９か月児健診  実 ３月８日㈭
    対 平成29年５月生まれ 受 12：20～12：40
■４か月児健診  実 ３月８日㈭
    対 平成29年10月生まれ 受 13：20～13：40
■ 股関節脱臼検診  実 ３月16日㈮
    対 平成29年11月、平成30年１月生まれ 
    受 12：40～13：00

休日当番医
　受診は救急患者に限られ、往診はでき
ません。当番医は変更となる場合があり
ます。お問い合わせはテレホンガイド（☎
685・3322）まで。

【診療時間】 ９：00～22：00
３月４日（日） 高田内科医院（黒崎）
 ［内・消・循］ ☎684・0031
　　11日（日） レディースクリニック兼松産婦人科（南浜）
 ［産・婦・内］ ☎685・1103
　　18日（日） 谷医院（斎田）
 ［内・胃・外］ ☎686・3569
　　21日（水・祝） 南海病院（土佐泊浦）
 ［心・精・内］ ☎687・0311
　　25日（日） 兼松病院（斎田）
 ［内・外・眼］ ☎685・4537

健康相談
【日　時】 ３月７日（水）、13日（火）、
　27日（火）　9：30～11：30

【場　所】鳴門ふれあい健康館（旧老人福祉
センター）１階

体を詳しくチェックしよう
特定健診・特定保健指導をご利用ください

制 度
案 内

　特定健診・特定保健指導は、糖尿病な
ど生活習慣病の予防・改善を目的とした
制度で、 40歳から74歳までの医療保険加
入者（被扶養者を含む）が対象となりま
す。健診の結果から対象となる方には、
市健康増進課からオレンジ色の「特定保健指導利用
券」を送付しています。
　特定保健指導を受けると、健診結果を詳しく知ることができ
ますので、オレンジ色の利用券を持っている方でまだ受けてい
ない方は、ぜひこの機会に利用しましょう。
　有効期限は３月30日（金）までです。お早めにお申し込みくだ
さい。

　全国では、毎年２万人以上の方が自ら命を絶っています。
健康問題や経済・生活問題、家族問題などにより、心理的に
追い込まれた状態から、自殺が起こることが多いと考えられ
ています。自分自身の変化に気づいたら、一人で悩まず、早
めに医療機関を受診するか、電話相談などを利用しましょう。

３月は「自殺対策強化月間」です相 談
窓 口

相 談 窓 口
よりそいホットライン　☎0120・279・338

（24時間対応・通話料無料）
いのちの希望（旧いのちの電話）　☎623・0444

（24時間対応）
とくしま自殺予防センター　☎602・8911

（午前９時～午後４時※土日・祝日・年末年始を除く）
支援情報検索サイト　http://shienjoho.go.jp/

受け忘れていませんか？予防接種
３月１日（木）～７日（水）は子ども予防接種週間です

予 防
接 種

　麻しん風しん混合（２期）と高齢者の肺炎球菌が受けられるのは、
３月31日（土）までです。早めに接種しましょう。

定期予防接種 対象年齢
麻しん
風しん混合（2期）

平成23年４月２日～
　　24年４月１日生まれ

高齢者の
肺炎球菌

昭和27年４月２日～28年４月１日生まれ
昭和22年４月２日～23年４月１日生まれ
昭和17年４月２日～18年４月１日生まれ
昭和12年４月２日～13年４月１日生まれ
昭和７年４月２日～８年４月１日生まれ
昭和２年４月２日～３年４月１日生まれ
大正11年４月２日～12年４月１日生まれ
大正６年４月２日～７年４月１日生まれ

※予診票がお手元にない場合は、表題《予防接種担当》へお問い合わせください。

18平成30年３月号



すこやかライフ
健康な生活を送りましょう

《母子保健、栄養指導》☎684・1049　《成人保健》☎684・1137　《予防接種》☎684・1206
《子育て世代包括支援センター》☎684・1561　〒772・0003  撫養町南浜字東浜24-2   FAX 684・1114 

mail 同課：kenko@city.naruto.i-tokushima.jp　同支援センター：neuvola@city.naruto.i-tokushima.jp

　　　お問い合わせ　鳴門ふれあい健康館（旧老人福祉センター）内　市健康増進課、市子育て世代包括支援センター

さあ！

パパの

出番です
!!

講師プロフィール

木
き の

下
し た

 栄
え い

一
い ち

 氏
・妻と小学２、６年生の女子２人と柴犬メス１匹

の女系家族
・大阪府茨木市在住
・学校におけるＩＣＴ活用の支援を行う会社に勤務

し、先生や子どもたちの新しい学びをサポート。
・現在、ＮＰＯ法人ファザーリング・ジャパン関

西に所属し、父親の子育て支援活動中。
・関西圏における絵本の読み聞かせ活動、親子遊

び講座、家族防災の講座を多数実施。
・茨木市男女共同参画推進審議会委員
・防災士

市子育て世代包括支援センター講演会

パパ・ママもそうであったように、子どもは遊びを
通して、ひとまわりもふたまわりも大きくなります。
パパ・ママ、自分が遊びの天才だったことを思い出しましょう。
遊ぶことが楽しかったあの時間を、子どもと一緒に取り戻してみませんか？
ＮＰＯ法人ファザーリング・ジャパン関西より、父親の子育て支援活動中の
木下 栄一氏をお迎えし、楽しい時間を皆さんに贈ります。
ぜひご参加ください。
お問い合わせは表題《子育て世代包括支援センター》へ。

日　時：３月18日（日）　午前10時～11時
場　所：鳴門ふれあい健康館
　　　　（旧老人福祉センター）３階大会議室

育児に恋しよう！
～今日からあなたも遊びの天才～

※入場無料、申し込みは必要ありません。
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施　設　名 耐震化率
鳴門市 全国平均

基幹管路 20.6％ 38.7％

浄水施設 0.0％ 27.9％

配　水　池 24.9％ 53.3％

耐震化の状況 （平成28年度末現在）

20平成30年３月号

水
道
施
設
の
現
状

　
市
の
水
道
管
は
、
市
内
に
網
の
目

の
よ
う
に
布
設
し
て
お
り
、
総
延
長

は
約
５
６
０
㌔
に
も
な
り
、
鳴
門
～

東
京
間
の
直
線
距
離
を
超
え
る
長
さ

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
水
道
管
の
多
く
は
昭
和
40
年

～
50
年
代
に
布
設
し
た
も
の
で
、
法

定
耐
用
年
数
の
40
年
を
経
過
し
た
経

年
管
が
全
体
の
３
割
を
超
え
る
な

ど
、
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
漏
水

事
故
の
主
な
原
因
と
な
っ
て
い
ま

す
。
近
年
は
、
口
径
の
大
き
な
水
道

管
の
漏
水
も
増
え
て
お
り
、
断
水
や

濁
り
水
の
発
生
が
広
範
囲
に
及
ぶ
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
こ
れ
ま
で
水
道
管
を
順

次
、
更
新
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
更

市
で
は
、
県
内
で
も
早
い
時
期
か
ら
水
道
の
普
及
・
発
展
に
努
め
て

き
た
こ
と
も
あ
り
、
水
道
施
設
の
老
朽
化
が
進
み
、
浄
水
場
を
は

じ
め
と
す
る
施
設
の
多
く
が
更
新
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
少
子
高
齢
社

会
の
進
展
に
伴
う
人
口
減
少
な
ど
に
よ
り
給
水
収
益
が
減
少
す
る
厳
し
い

経
営
状
況
で
も
、
安
全
で
安
心
な
水
道
水
を
今
後
も
安
定
的
に
お
届
け
す

る
た
め
、
施
設
の
更
新
・
耐
震
化
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
今
回
は
水
道
施
設
の
現
状
と
更
新
・
耐
震
化
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問 

市
企
業
局
水
道
企
画
課 

☎
０
８
８
・
６
８
５
・
３
３
３
０

「
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
水
道
水
が
出
る
生
活
」を

今
後
も
維
持
し
て
い
く
た
め
に
②

新
ペ
ー
ス
が
老
朽
化
に
追
い
つ
い
て

い
な
い
状
況
で
、
こ
れ
ま
で
の
ペ
ー

ス
で
更
新
を
続
け
て
い
く
と
、
老
朽

化
が
さ
ら
に
進
行
し
、
安
定
し
た
水

道
水
の
供
給
に
支
障
が
生
じ
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
浄
水
施
設
や
配
水
施
設
の

多
く
が
水
道
管
と
同
様
に
老
朽
化
が

進
ん
で
い
ま
す
。

水
道
施
設
の
耐
震
化

　
本
市
で
は
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど

の
地
震
災
害
の
発
生
が
危
惧
さ
れ
て

お
り
、
水
道
施
設
の
耐
震
化
も
重
要

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
導
水
管
や
送
水
管
な
ど

の
主
要
な
水
道
管
で
あ
る
基
幹
管
路

の
耐
震
化
率
は
、
平
成
28
年
度
末
で

今
後
の
施
設
整
備
の

取
り
組
み

　

水
道
事
業
の
基
本
的
方
針
を
定

め
た「
水
道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
」策
定

時
の
平
成
27
年
度
に
行
っ
た
将
来

予
測
で
は
、
今
後
40
年
間
の
水
道
施

設
の
更
新
費
用
は
、
法
定
耐
用
年
数

に
基
づ
く
更
新
で
は
約
６
５
０
億

円（
年
平
均
約
16
億
円
）と
な
り
、

実
使
用
年
数
に
近
い
年
数
で
の
更

新
で
は
約
５
０
０
億
円（
年
平
均
約

12
・
５
億
円
）と
な
る
試
算
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

　
施
設
整
備
に
要
す
る
費
用
で
あ
る

建
設
改
良
費
の
過
去
５
年
間
の
年
平

均
は
約
６
億
円
で
、
今
後
、
浄
水
場

な
ど
の
更
新
も
控
え
て
お
り
、
こ
の

費
用
は
さ
ら
に
増
大
す
る
も
の
と
見

込
ま
れ
ま
す
。
こ
の
巨
額
の
更
新
費

用
を
圧
縮
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を

進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
市
で
は
、
水
道
管
や
配
水

池
な
ど
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
中
に

策
定
予
定
の「
送
配
水
施
設
耐
震
化

計
画
」に
基
づ
き
、
施
設
規
模
の
適

正
化
や
統
廃
合
を
検
討
し
な
が
ら
、

耐
震
化
・
更
新
を
計
画
的
に
行
っ
て

い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
浄
水
場
に
つ
い
て
は
、
広

域
化
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
建

設
費
用
の
削
減
や
効
率
的
な
運
営
が

見
込
め
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
昨
年
８

月
に「
鳴
門
市
・
北
島
町
浄
水
場
共

同
化
協
議
会
」を
設
立
し
、
先
進
地

へ
の
視
察
や
共
同
浄
水
場
の
基
本
計

画
の
策
定
に
着
手
す
る
な
ど
、
北
島

町
と
の
共
同
浄
水
場
整
備
事
業
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
今
後
も「
水
道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
」に

掲
げ
る
各
種
の
取
り
組
み
項
目
を
実

施
す
る
な
ど
、
経
費
削
減
や
収
益
向

上
に
向
け
、
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
先
月
号
で
も
お

知
ら
せ
し
ま
し
た
と
お
り
、
水
道
事

業
の
収
入
の
根
幹
で
あ
る
水
道
料
金

収
入
が
年
々
減
少
し
て
い
る
現
状
で

は
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
行
っ
て

も
、
な
お
不
足
す
る
施
設
更
新
の
費

用
を
補
う
た
め
に
は
、
近
い
将
来
に

水
道
料
金
の
増
額
改
定
は
避
け
ら
れ

な
い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
施
設
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
よ
り

効
率
的
か
つ
計
画
的
に
進
め
て
い
き

ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

本
市
は
20
・
６
％
で
あ
り
、
全
国
平

均
の
38
・
７
％
を
大
き
く
下
回
っ
て

い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
旧
吉
野
川
か
ら
取
水
し

た
水
を
安
全
・
安
心
な
水
道
水
へ
と

浄
化
・
消
毒
す
る
た
め
の
浄
水
施
設

の
耐
震
化
率
は
０
％
で
あ
り
、
浄
水

施
設
で
つ
く
ら
れ
た
水
道
水
を
貯
留

し
、
需
要
量
に
応
じ
て
各
家
庭
な
ど

に
水
道
水
を
送
る
配
水
池
の
耐
震
化

率
は
24
・
９
％
と
な
る
な
ど
、
左
表

の
と
お
り
、
い
ず
れ
の
施
設
の
耐
震

化
率
も
全
国
平
均
よ
り
低
い
数
値
と

な
っ
て
い
ま
す
。

共同化を検討している浄水場

北島町浄水場
鳴門市浄水場



開幕イベント

【開催日】５月27日（日）
【場　所】市文化会館
■第１部：子どもと大人のベートーヴェン
　　　　　「第九」交響曲第４楽章演奏会

【時　間】午後１時開演
【指　揮】山田 啓明氏
【ソリスト】ソプラノ：真鍋 美恵氏、アルト：小川 
　明子氏、テノール：頃安 利秀氏、バス：刘

りゅう

 宇
う

氏
【管弦楽】徳島交響楽団ジュニアオーケストラ
【合　唱】認定ＮＰＯ法人鳴門「第九」を歌う会、
　撫養小・林崎小・第一小・板東小の新６年生
■第２部：映画「バルトの楽

が く え ん

園」上映
　板東俘

ふ り ょ

虜収容所を舞台にベートーヴェン作曲の交
響曲第九番をアジアで初めて演奏した実話をベース
に描かれた感動大作を上映します。

【時　間】午後２時10分開演
問 市役所「第九」ブランド化推進室 ☎088・684・1229

「第九」アジア初演100周年記念事業

「第九」に関連した各種イベントを開催します

【日　時】６月１日（金）午後６時30分開演
※初演の日時に合わせて開催。

【場　所】ドイツ館前広場
【指　揮】延原 武春氏
【管 弦 楽】テレマン室内オーケストラ
【ソリスト】ソプラノ：頃安 利秀氏、アルト：時宗 務氏
　テノール：米澤 傑氏、バ ス：今泉 仁志氏

【合　唱】関西学院大学グリークラブ、
　　　　認定ＮＰＯ法人鳴門「第九」を歌う会 他
※初演と同様、男性80人による合唱
問 認定NPO法人 鳴門「第九」を歌う会
　☎088・686・9999

第37回ベートーヴェン
「第九」交響曲演奏会

【日　時】６月２日（土）午後６時開演、
　　　　　　３日（日）午後１時開演

【場　所】市文化会館
【指　揮】トーマス・ドーシュ氏
【合唱指導】ジェフリー・バーンスタイン氏、頃安 利秀氏
【管 弦 楽】徳島交響楽団
【ソリスト】ソプラノ：坂井 里衣氏、アルト：大賀 真理
　子氏、テノール：芹澤 佳通氏 、バ ス：新見 準平氏
※ソリストは、過去9回の歴代公募ソリストによる

公開オーディション（ソリストグランドチャンピ
オン大会）優秀賞受賞者です。

【合　唱】認定ＮＰＯ法人鳴門「第九」を歌う会、
　　　　全日本「第九を歌う会」連合会
※合唱団員としてドイツ・アメリカ・中国からも参
　加。

【費　用】前売…一般2,000円、学生500円
　　　　当日…一般2,500円、学生500円
問 認定NPO法人 鳴門「第九」を歌う会
　☎088・686・9999

ドイツ館企画展・講演会

■「日本人の記録から見る
　『板東俘虜収容所』美術工芸展」
　100年前に開催されたドイツ兵捕虜の展覧会「美術
工芸展」の様子を日本人の記録から振り返ります。

【日　時】３月８日（木）～25日（日）
　午前９時30分～午後５時（入館は４時30分まで）
※入館料が必要です。
■「第九永

と わ

遠なり　鳴門初演100年　―板東俘虜収容
　所の記憶をたどって－」
　徳島新聞編集委員の藤長 英之氏の取材にまつわる
パネル展示を行います。

【日　時】３月29日（木）～４月29日（日・祝）
　午前９時30分～午後５時（入館は４時30分まで）
※入館料が必要です。
■記念講演会　「第九永

と わ

遠なり　鳴門初演100年
　―板東俘虜収容所の記憶をたどって－」

【日　時】４月７日（土）
　午後１時30分～３時30分

【講　師】藤長 英之氏
問 ドイツ館 ☎088・679・9110

市役所本庁１階案内前にカウントダウ
ンのパネルを設置しました
　1918年６月１日、ベートーヴェン「第九」交響
曲がアジアで初めて演奏されてから、今年で100
周年を迎えました。この初演の日に向けて機運
を高めるため、２月21日
より100日前からのカウン
トダウンが始まっていま
す。ぜひご覧ください。

入場
無料 よみがえる「第九」演奏会入場

無料
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問 市役所商工政策課 ☎088・684・1158　市役所「第九」ブランド化推進室 ☎088・684・1229

味わってみませんか？

「第九」グルメが完成しました

２月６日、「第九グルメ」完成発表試食会を開催しました。「第九」アジア初演100周年を迎えるに当たり企画さ
れた、この試食会。市内の飲食店などと連携しメニュー開発に取り組んでいた、「大麻地域活性化推進協議会」

「板東地区自治振興会」「鳴門西ライオンズクラブ」の協力で、試食会を開催することができました。レンコンなど
の鳴門の食材を存分に生かした商品もあり、お店で味わうことができます（一部を除く）。

T
ザ
HE N

ナ ル ト
ARUTO B

ベ ー ス
ASE　「第九ピザ」

c
カ フ ェ
afe B

ブ ボ
ubó c

チ ョ コ ラ ッ タ
ioccolata　「第九ピザ」

P
ピ ッ ツ ェ リ ア
IZZERIA F

フ ミ
umi　「第九ピッツァ」 大麻町商工会女性部　「第九ピザ」

鳴門西ライオンズクラブ
写真左：「博愛パン」
写真右：「第九せんべい」

大鳥居苑　「レンコン焼
しゅうまい

売」 洋食 元　「フロイデ　タイクタッシェ
（歓喜の揚げピザ）」

ピノッキオ　「大麻ハンバーグ」

道の駅　第九の里　「第九ホットドッグ」
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　２月13日、南海トラフ巨大地震などの大規模災害
に備えて、㈱ダスキンのフランチャイズ店であるアー
ルシー企画㈱と災害発生時の物資の供給に関する協
定を締結しました。これにより、災害時に仮設トイレ
やテント、モップなどを避難
所に供給してもらえるように
なります。ダスキンの事業を
利用して災害協定を結ぶの
は、中四国・九州では初です。

災害協定を締結しました協定
締結

　２月13日、日本赤十字社徳島県支部から大麻
地区へ災害用移動炊飯器が贈呈されました。こ
の炊飯器は、宮崎商事㈱から地域貢献活動の一
環として同支部に贈られたもの。当日は、堀江公
民館で、同地区の社会
福祉協議会や自治振興
会などから約50人が出
席し、贈呈式が行われ
ました。

大麻地区に災害用移動炊飯器寄付・寄贈

　２月９日、里浦漁業協同組合で鳴門わかめの料理教室が
開かれ、市内外から25人が参加しました。鳴門わかめのおい
しさを知ってもらい、消費拡大につなげようと開催されたこの
教室。参加者らは新鮮な原藻生わかめを自分たちで刈り取っ
た後、同組合女性部に調理方法を教わりながら、わかめの茎
をふんだんに使った「わかめと野菜のキンピラ」や「わかめのピ
ラフ」などを完成させていました。参加者らは旬のわかめを使っ
た料理に舌鼓を打っていました。

わかめのおいしい料理方法を学ぶ
鳴門わかめの料理教室

２月９日

わかめをふんだんに使った料理を学んでいました

　２月８日、鳴門ライオンズクラブから市に図書50
万円相当分が贈られました。４月で55周年を迎え
る同クラブ。鳴門の将来を担う子どもたちのために、
記念事業の一環として図書が贈られることになりま
した。同クラブの黒田実
行委員長から安田教育
長に目録が渡され、市内
の各中学校に目録の引
継ぎが行われました。

市内の中学校に図書を寄贈寄付・寄贈

　２月９日、鳴門ロータリークラブおよび鳴門中
央ロータリークラブから市に50万円が寄贈されま
した。市では、今年６月に「第九」アジア初演か
ら100周年という節目の年を迎えることから、アジ
ア初演「第九」100周年記
念として「第九」演奏会
関連事業の開催を計画
しており、同事業に活
用いたします。

「第九」関連事業へ寄贈寄付・寄贈

地域の伝統を学びました
堀江北幼稚園児が大谷焼の絵付けを体験

２月14日

　２月14日、堀江北幼稚園児が森陶器（大谷）で国の伝統的工
芸品である大谷焼の絵付けを体験しました。伝統的工芸品に
触れ、地域に親しみを持ってほしいとの思いから開催されたこ
の教室。当日は年少児と年長児27人が参加し、園児自身が考
えた思い思いの絵をマグカップや角皿に描いていました。その
様子は真剣そのもの。絵付け体験後、園児らは、「マグカップに
お母さんの絵を描いたので見せたい」「ココアを飲みたい」と３月
上旬に迎える焼き上がりを心待ちにしていました。マグカップや角皿に思い思いの絵を描いていました
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４年がかりの超大作
全国菓子博で頂点つかむ

　
「
大
阪
に
着
く
な
り
、『
早
く
着

替
え
て
仕
事
せ
え
っ
』て
ね
。
朝

早
く
か
ら
和
菓
子
の
仕
込
み
。
厳

し
か
っ
た
け
ど
、
辞
め
て
は
帰
れ

な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
」。

　
谷
崎
さ
ん
は
中
学
卒
業
後
、
大

阪
の
和
菓
子
店
に
就
職
。
菓
子
職

人
の
世
界
に
飛
び
込
み
ま
し
た

が
、
こ
の
世
界
は
和
菓
子
の
よ
う

に
甘
く
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
弟
子
入
り
し
て
ま
も
な
く
、
デ

パ
ー
ト
で
目
に
し
た
菓
子
工
芸
品

は
、
谷
崎
さ
ん
が
抱

い
て
い
た
和
菓
子
の

常
識
を
覆
す
も
の
で

し
た
。「
木
や
花
を
本

物
そ
っ
く
り
に

砂
糖
で
作
る
技

術
を
身
に
付
け

な
損
と
思
っ
て

ね
。
４
年
後
の

日
本
万
国
博
覧

会
記
念
全
国
和
生
菓
子
大

品
評
会
を
目
標
に
仕
事
の

合
間
に
練
習
を
始
め
ま
し

た
。
菓
子
展
や
菊
花
展
を

見
に
行
っ
た
り
、
花
の
仕

組
み
を
見
よ
う
と
花
を
ば

ら
し
た
り
も
し
ま
し
た
よ
」。

　

そ
う
し
た
努
力
が
観
察

力
と
技
術
力
を
高
め
、
目
標
の

品
評
会
で
は
最
優
秀
賞
を
受
賞
。

そ
の
ほ
か
数
々
の
和
菓
子
作
り
の

展
覧
会
で
も
優
秀
な
成
績
を
収

め
、
弱
冠
20
代

に
し
て
関
西
に

敵
な
し
と
言
わ

れ
る
ま
で
に
名

声
を
上

げ
ま
し

た
。
そ

の
後
、
25
歳
の
と
き
に
帰

郷
し
独
立
。「
店
の
経
営
に

専
念
す
る
た
め
、
工
芸
菓

子
の
制
作
は
断
念
し
て
、

商
品
づ
く
り
に
力
を
入
れ

ま
し
た
。
な
る
と
金
時
と

和
三
盆
を
練
り
合
わ
せ
た

『
鳴
門
っ
娘
』を
開
発
し
て

ね
。
芋
そ
っ
く
り
の
見
た

目
と
味
に
は
自
信
は
あ
っ
た

け
ど
、
観
光
庁『
世
界
に
も

通
用
す
る
究
極
の
お
土
産
』に
選

ば
れ
た
の
に
は
驚
き
ま
し
た
よ
」。

　
「
60
歳
を
過
ぎ
た
頃
、
あ
っ
と

驚
く
作
品
を
作
り
た
い
と
闘
志
が

ふ
つ
ふ
つ
と
湧
い
て
、
30
年
ぶ
り

に
工
芸
菓
子
作
り
を
再
開
し
て

ね
。
昨
年
５
月
に『
秘
境 

奥
祖
谷

に
凄
む
』で
全
国
菓
子
大
博
覧
会

に
挑
戦
し
た
ん
で
す
」。
結
果
は

菓
子
職
人
の
最
高
の
栄
誉
で
あ
る

工
芸
菓
子
部
門
で
名
誉
総
裁
賞
を

受
賞
。
一
般
菓
子
部
門
で
も「
鳴

門
っ
娘
」が
同
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。「
あ
の
時
は
ヤ
ッ
タ
ー
っ
て
最

高
の
気
分
。
今
は
菓
子
博
の
連
覇

が
夢
や
ね
」と
既
に
次
回
を
見
据

え
て
い
ま
す
。

鳴
門
ゆ
か
り
の
輝
く

File.30

 和菓子職人：和庵  鳳月坊店主

 谷崎　勉 さん ［ 小桑島 ］

　たにざき・つとむ。1949年生まれ。15歳の
春、大阪の和菓子店に就職。昭和45年に日
本万国博覧会記念全国和生菓子大品評会で
最優秀賞を受賞。昭和50年に帰郷し独立開
業。平成28年に「現代の名工」に選ばれる。
平成29年菓子の祭典「全国菓子大博覧会」の
工芸菓子部門、一般菓子部門で名誉総裁賞
をダブル受賞。同年11月、黄綬褒章を受章。

若き日の修行で磨いた技
日本一の和菓子職人にTanizaki

Tsutomu
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